
全
乃
夫
局
、
。
ル

第
四
十
巻

第
四
競

昭
和
五
十
七
年
三
月
護
行

桑
弘
羊
・
の

均

輪

法

試

ミム、
民間

影

山

岡1

一一一一一四五

解
律
上
の
問
題
貼

均
輸
の
吊
と
責
輸
の
改
革

私
見
の
問
題
黙
お
よ
び
批
剣
と
若
干
の
意
見

九
章
算
術
に
お
け
る
均
輸
の
原
則
と
均
輪
法

均
輸
の
制
度
的
構
造
、
そ
の
他
関
連
す
る
で
こ
の
問
題

- 1ー

前
漢
の
桑
弘
羊
の
指
導
に
よ
っ
て
貫
現
し
た
と
認
め
ら
れ
る
均
職
法
は
、
同
時
に
貫
現
し
た
卒
準
法
、
以
前
に
賞
現
し
て
い
た
盟
織
の
専
貰

制
と
共
に
、
武
帝
時
代
の
重
要
な
財
政
経
済
政
策
で
あ
る
が
、
内
容
に
は
不
明
な
貼
が
多
い
。
筆
者
は
か
つ
て
賦
帝
時
代
の
経
済
財
政
事
情
と

そ
の
政
策
の
解
説
を
執
筆
し
て
、
特
に
均
聡
に
つ
い
て
は
説
明
の
展
開
に
苦
し
み
な
が
ら
私
見
に
も
と
づ
く
概
敵
を
試
み
た
が
、
概
論
的
記
述

で
あ
っ
た
た
め
説
明
も
不
十
分
で
、
か
つ
一
面
的
な
考
察
に
終
っ
て
い
た
。
従
っ
て
嘗
然
と
い
う
べ
き
批
判
も
寄
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
の
少

し
ば
か
り
の
考
察
の
前
進
に
も
と
やつ
い
て
一
つ
の
試
論
の
展
開
を
試
み
た
い
と
思
う
。
多
い
と
は
言
え
な
い
均
轍
関
係
の
基
本
的
史
料
、
そ
れ

は
均
轍
の
内
容
の

一
部
を
俸
え
る
記
録
と
、
そ
の
賞
施
に
伴
う
結
果
的
な
事
賓
の
記
録
と
の
二
つ
の
型
に
大
別
さ
れ
よ
う
が
、
そ
れ
ら
を
可
能

623 

な
限
り
整
合
的
に
解
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
偲
読
の
試
み
で
あ
り
、
高
全
の
結
論
と
い
う
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
る
が
、
批
判
を
議
期
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し
、
期
待
し
て
、
考
察
の
前
進
に
資
し
た
い
と
思
う
。

解
樟
上
の
問
題
貼

均
職
に
闘
す
る
最
も
基
本
的
な
記
録
は
、
史
記
の
卒
準
書
の
均
捻

・
卒
準
施
行
関
係
の
周
知
の
僚
に
、

弘
羊
以
諸
官
各
自
市
、
相
興
争
、
物
故
騰
躍
、
而
天
下
賦
総
或
不
償
其
倣
費
。
乃
請
置
大
農
部
丞
数
十
人
、
分
部
主
郡
圏
、
各
往
往
豚
置

均
聡
盟
銭
官
。
令
遠
方
各
以
其
物
貴
時
商
買
所
再
販
者
魚
賦
、
而
相
潅
職
。
置
卒
準
子
京
師
、
都
受
天
下
委
職
。
召
工
官
治
車
諸
器
、
皆

仰
給
大
農
。
大
農
之
諸
官
憲
寵
天
下
之
貨
物
、
貴
闘
買
之
、
賎
則
貫
之
。
如
此
、
富
商
大
賀
無
所
牟
大
利
。
則
反
木
、
而
寓
物
不
得
騰
踊
。

故
抑
天
下
物
。
名
目
卒
準
。
天
子
以
魚
然
、
許
之
。

と
あ
る
絞
述
で
、
漢
書
食
貨
志
下
に
卒
準
書
を
忠
買
に
再
録
し
た
と
み
ら
れ
る
記
事
が
あ
り
、
百
柄
本
で
比
較
す
る
と
微
細
な
字
句
の
異
同

・

出
入
十
箇
所
を
指
摘
で
き
る
が
、
卒
準
書
の
「
貴
時
」
が
食
貨
志
で
は
「
異
時
」
と
な
り
、
ま
た
卒
準
室
田
の
「
各
往
往
厭
置
均
験
盟
鯨
官
」
の

「
豚
」
字
が
食
貨
志
で
は
脱
落
し
て
い
る
以
外
は
、
解
樟
上
問
題
と
な
る
よ
う
な
相
違
黙
は
見
出
さ
れ
な
い
。
右
の
記
録
の
な
か
で
「
置
卒
準

子
京
師
」
が
卒
準
法
の
た
め
の
官
制
的
措
置
、

- 2 ー

そ
し
て
こ
れ
に
連
績
し
て

「都
受
天
下
委
総
云
云
」
か
ら

「
貴
闘
貫
之
、
賎
則
買
之
」

と
績

き
「
名
目
卒
準
」
に
至
る
ま
で
が
、
卒
準
法
の
機
能
の
説
明
と
み
て
よ
い
。

そ
し
て
右
引
用
の
冒
頭
の

「
諸
官
各
自
市
、

相
興
争
、

物
故
騰

躍
」
の
部
分
は
、

「
召
工
官
治
車
諸
器
」
や
物
債
の
調
節
な
ど
の
卒
準
法
の
機
能
に
封
躍
す
る
、
施
行
前
の
事
情
の
説
明
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
従
っ
て
残
る
部
分
の
う
ち
、

「
乃
請
置
大
農
部
丞
数
十
人
、
分
部
主
郡
園
、
各
往
往
鯨
置
均
聡
盟
識
官
。
」
は
「
均
職
」
の
語
を
伴
っ
て
い

て
、
均
職
法
の
た
め
の
官
制
的
措
置
の
提
案
で
あ
り
、
こ
れ
に
蓮
績
す
る
「
令
遠
方
各
以
其
物
貴
時
商
買
所
轄
販
者
負
賦
、
而
相
潅
職
」
が
均

職
法
の
機
能
の
基
本
的
構
想
の
提
言
、
説
明
で
あ
る
。
そ
し
て
残
る
「
而
天
下
賦
職
、
或
不
償
其
俄
費
」
は
、
右
の
均
轍
の
制
度
提
案
に
劉
陸

す
る
、
均
戦
法
要
請
の
前
提
と
な
っ
た
理
由
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て
の
桑
弘
羊
の
剣
断
な
い
し
説
明
の
要
黙
を
、
司
馬
遷
が
記
録
し
て
い
る
と

み
る
、
へ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
全
文
に
つ
い
て
の
右
の
よ
う
な
理
解
は
、
後
で
紹
介
引
用
す
る
盟
鎮
論
本
議
篇
に
見
え
る
桑
弘
羊
の
均
職

・



卒
準
に
つ
い
て
の
、

よ
り
簡
約
で
明
快
な
陸
裁
の
解
読
の
仕
方
と
、
内
容
や
一
部
の
形
で
一
定
の
封
麗
関
係
が
認
め
ら
れ
、

ほ
ぼ
誤
っ
て
は
い

な
い
と
考
え
る
。

右
の
理
解
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
均
職
法
を
必
要
と
し
た
事
情
は
、
賦
総
の
な
か
に
は
そ
れ
を
京
師
に
遺
る
俄
費
を
も
償
わ
な
い
場
合
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
均
戦
法
は
、
そ
の
よ
う
な
矛
盾
の
解
消
の
た
め
に
「
天
下
の
賦
聡
」
の
内
容
と
方
法
に
一
定
の
襲
更
を

加
え
る
こ
と
が
、
そ
の
目
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
議
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
桑
弘
羊
の
奏
請
し
た
均
職
法
の
内
容
と
は
、

「遠
方
を
し

て
、
各
お
の
其
の
物
、
貴
時
に
、
商
買
の
轄
販
す
る
所
の
も
の
を
以
っ
て
賦
と
鴛
し
、
相
い
濯
職
せ
し
む
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右
の
「
貴

時
」
が
漢
書
食
貨
志
下
で
は
「
異
時
」
と
な
っ
て
お
り
、
現
行
史
記
に
従
っ
て
「
買
い
入
れ
た
商
品
の
債
格
が
騰
貴
し
た
時
を
待
っ
て
轄
買
す

る
」
と
解
す
る
こ
と
も
不
可
能
な
解
緯
と
は
言
え
な
い
が
、
産
地
で
豊
富
な
商
品
を
廉
債
に
集
荷
し
て
高
債
に
貰
れ
る
他
鹿
に
轄
販
す
る
の
が

首
時
の
古
代
商
人
の
一
般
的
な
営
業
形
態
で
あ
ろ
う
し
、
卒
準
書
が
記
録
す
る
算
絹
銭
等
の
奏
請
に
「
異
時
、
鞄
車
・
買
人
の
絹
銭
に
算
す
る

こ
と
皆
差
有
り
」
の
用
例
が
あ
り
、
漢
書
に
従
っ
て
「
異
時
」
に
訂
正
し
、
往
時
・
他
日
と
理
解
し
た
方
が
剣
り
易
い
解
韓
に
な
る
と
考
え

る
。
右
の
均
職
法
の
構
想
で
は
、
遠
方
・
長
安
よ
り
遠
距
離
に
あ
る
地
域
へ
の
遁
用
、
元
来
商
人
が
轄
販
し
て
牧
盆
を
あ
げ
て
い
た
よ
う
な
貨

物
を
賦
と
な
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
賦
課
の
内
容
と
方
法
、
お
よ
び
「
相
い
濯
職
す
る
」
こ
と
・
運
職
の
形
態
と
方
法
、

- 3 ー

の
三
黙
が
指
摘
さ
れ

る。
均
職
法
の
古
典
的
解
緯
は
、
卒
準
書
の
「
梢
精
置
均
稔
、
以
通
貨
物
失
」
と
あ
る
僚
に
注
記
さ
れ
る
史
記
集
解
に
引
く
孟
康
の
設
で
あ
っ
て
、

「
諸
の
嘗
に
官
に
職
す
べ
き
所
の
者
、
皆
其
の
土
地
の
鏡
な
る
所
を
職
せ
し
め
、
其
の
所
在
の
時
債
を
卒
に
し
、
官
は
更
に
他
慮
に
之
を
貰
る
。

戦
者
既
に
便
に
し
て
官
は
利
有
る
を
謂
ふ
。
漢
書
百
官
表
大
司
農
の
属
官
に
均
鞍
令
有
り
」
と
説
明
す
る
。
吉
田
虎
雄
氏
は
、
右
の
孟
康
の
解

樟
、
ま
た
こ
の
解
樟
に
よ
る
馬
元
材
氏
の
『
桑
弘
羊
年
譜
』
の
解
揮
の
線
に
沿
い
、
均
職
と
は
、
物
品
お
よ
び
銭
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
租
税
と
諸

侯
の
貢
献
を
そ
の
土
地
に
生
産
が
多
く
債
格
の
低
い
も
の
に
換
え
て
上
納
さ
せ
、
官
は
そ
の
貨
物
が
乏
し
く
債
格
の
騰
貴
し
た
地
方
に
職
、迭
し

625 

て
販
貰
し
、
物
債
を
調
節
す
る
と
共
に
利
盆
を
獲
得
す
る
方
法
で
あ
る
と
解
樟
さ
れ
、
同
時
制
定
の
卒
準
法
と
の
相
違
黙
は
、
均
稔
は
各
郡
園
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に
設
置
さ
れ
て
流
通
と
物
債
を
空
閲
的
に
調
節
す
る
の
に
射
し
、
卒
準
は
京
師
に
置
か
れ
て
時
間
的
に
こ
れ
を
調
節
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ

勺

ι目
。
卒
準
書
が
、
先
に
引
用
紹
介
し
た
よ
う
に
、
商
品
と
し
て
債
値
の
あ
る
貨
物
を
賦
課
の
劉
象
と
す
る
こ
と
、
ま
た
賦
職
の
一
般
的
状
況
が

不
合
理
で
費
用
を
償
わ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
均
職
法
が
田
租

・
算
賦
等
の
基
本
的
租
税
に
換
え
て
各
地
の
特
産

物
を
賦
課
し
、
こ
れ
ら
を
相
互
に
他
蕗
に
聴
頁
し
て
商
業
的
牧
盆
と
物
債
の
調
節
の
賓
現
を
目
的
と
し
た
と
す
る
吉
田
読
等
の
解
穫
の
根
援
は

具
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
筆
者
が
こ
の
解
穫
に
劃
し
て
抱
い
た
不
安
と
疑
黙
は
次
の
諸
黙
で
あ
る
。
先
ず
吉
田
氏
の
よ
う
に
、

現
物
と
銭
納
と
を
問
わ
ず
郡
が
上
納
す
べ
き
一
切
の
租
税
を
各
地
の
特
産
物
に
換
え
て
納
入
さ
せ
る
こ
と
が
均
稔
法
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ

れ
は
漠
代
税
法
史
に
お
け
る
置
期
的
な
嬰
革
で
、

漢
代
農
民
の
負
措
盟
系
の
基
本
的
部
分
で
あ
る
田
租
と
算
賦
が
、
上
職
分
だ
け
で
あ
る
に
せ

ょ
、
事
質
上
停
止
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

し
か
し
均
戦
法
が
持
績
し
た
元
封
元
年
以
降
前
漢
朝
の
全
時
期
を
通
じ
て
、

漢
書
食
貨
志

・

盟
鍛
論
そ
の
他
の
諸
記
録
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
租
税
史
上
の
嬰
化
を
確
認
で
き
る
よ
う
な
事
買
は
護
見
し
難
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま

た
こ
の
時
期
の
財
政
破
綻
の

一
つ
は
、
卒
準
書
等
に
よ
れ
ば
、
園
庫
や
軍
事
基
地
そ
の
他
に
お
け
る
粟
米
の
依
乏
と
し
て
現
わ
れ
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
情
況
的
に
見
て
田
租
等
に
よ
る
粟
米
の
上
総
量
増
加
の
切
買
な
要
請
は
あ
っ
て
も
、

そ
の
停
止
の
提
案
と
裁
可
は
現
質
的
で
な
い
。
次

- 4ー

に
吉
田
氏
は
、
均
職
法
の
機
能
が
各
地
で
租
賦
に
換
え
て
牧
納
し
た
貨
物
を
他
の
地
域
に
轄
買
し
て
牧
盆
を
あ
げ
る
と
共
に
物
債
を
調
節
す
る

こ
と
に
あ
る
と
解
四
拝
さ
れ
る
。

以
前
の
記
事
で
も
、

「
商
人
が
轄
販
す
る
も
の
を
賦
と
し
」
、
「
相
い
濯
織
す
る
」
と
述
べ
、

「
均
聡
を
置
き
貨
物
を
通
ず
る
」、

「
均
織
を
以
っ
て
盟
識
を
調
す
る
」
等
々
と
あ
り
、
こ
れ
を
、
均
職
法
が
商
品
流
通
を

桑
弘
羊
は

ま
た
卒
準
書
の
元
封
元
年

直
接
操
作
す
る
と
解
回
押
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
卒
準
法
に
つ
い
て
は
そ
の
機
能
を

「貴
け
れ
ば
即
は
ち
之
を
貰

り
、
賎
け
れ
ば
則
は
ち
之
を
買
ふ
」
と
、
貨
物
を
商
品
と
し
て
買
買
す
る
こ
と
を
疑
問
の
除
地
の
な
い
表
現
で
明
記
す
る
が
、
均
稔
関
係
で
は

封
象
物
が
商
品
と
な
り
得
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
卒
準
と
は
掛
照
的
に
、

賀
買
な
ど
商
品
販
買
と
購
入
・

商
業
行
震
を
直
接
確
認
で
き
る
表
現
、
記
述
と
な
っ
て
い
な
い
。
均
職
の
機
能
を
示
す
験
・
通

・
調
な
ど
の
語
は
、
い
ず
れ
も
本
来
的
に
は
商

品
流
通
・
貰
買
を
媒
介
と
す
る
流
通
と
か
そ
の
調
整
を
直
接
的
に
表
現
す
る
語
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
盤
識
論
本
議
篇
で
文
拳
が
均
職
法
を



非
難
し
て
「
問
者
、
郡
園
或
は
民
を
し
て
布
努
を
作
ら
し
む
。
吏
は
留
難
し
て
之
と
市
を
篤
す
」
と
あ
り
、
右
の
「
市
を
鴛
す
」
は
責
買
・
商

業
に
見
え
る
が
、
こ
れ
も
経
済
的
な
商
品
の
買
買
の
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
官
吏
と
農
民
・
牧
奪
の
措
賞
者
と
生
産
者
と
の
聞
の
階
級
闘

手
的
な
取
引
の
陣
営
喰
的
表
現
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
吉
田
設
の
原
貼
は
孟
康
の
注
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
孟
康
の
解
樟
は
卒
準
書
が
俸
え

る
卒
準
の
機
能
を
、
均
職
の
理
解
に
混
入
さ
せ
て
い
る
疑
い
が
持
た
れ
る
。
逼
典
巻
十
一
に
「
精
精
置
均
職
、
以
逼
貨
物
品
矢
」
と
、
卒
準
室
田
が

原
文
の
ま
ま
引
用
さ
れ
、
そ
し
て
孟
康
注
と
同
文
が
轄
載
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
た
だ
現
行
史
記
に
載
る
孟
康
注
で
は
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に

「
大
司
農
属
官
に
均
職
令
有
り
」
と
あ
る
均
職
令
が
、
通
血
(
で
は
「
卒
準
令
有
り
」
と
な
っ
て
い
て
、
孟
康
が
理
解
し
た
機
能
が
遁
典
で
は
卒

準
令
の
機
能
と
理
解
さ
れ
た
こ
と
、
均
聡
法
に
つ
い
て
の
孟
康
の
混
同
に
起
因
す
る
解
樟
上
の
徴
妙
な
行
き
違
い
の
生
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

さ
せ
る
。
貴
け
れ
ば
買
り
賎
け
れ
ば
買
う
と
卒
準
書
に
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
官
替
の
貰
買
を
措
首
し
た
こ
と
は
明
白

卒
準
令
の
職
務
が
、

で
あ
る
。
逼
典
が
、
孟
康
の
理
解
し
た
よ
う
な
均
聡
の
機
能
を
、
均
職
令
の
職
務
で
は
な
く
、
卒
準
令
の
職
務
と
し
た
の
は
、
迂
閥
な
書
き
誤

り
・
思
い
違
い
で
は
な
く
、
案
外
正
解
で
は
な
か
ろ
う
か
。
漢
書
百
官
公
卿
表
に
よ
れ
ば
均
職
令
と
卒
準
令
は
そ
れ
ぞ
れ
五
令
丞
の
一
つ
と
し

て
大
農
に
直
属
し
て
い
る
の
で
、
南
者
の
職
務
が
重
複
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
み
て
よ
い
が
、
吉
田
氏
は
、
卒
準
が
商
品
流
通
の
時
間
的
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調
節
、
均
轍
が
空
間
的
調
節
と
美
事
に
区
別
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
い
わ
ば
商
業
の
営
業
に
つ
い
て
の
理
論
的
整
理
の
問
題
で
あ
り
、
官
署

の
責
務
と
し
て
区
分
す
る
こ
と
は
現
賓
の
問
題
と
し
て
は
不
可
能
に
近
い
。
従
っ
て
「
相
い
濯
職
せ
し
め
る
」
、
「
貨
物
を
通
ず
る
」
と
卒
準
書

が
俸
え
る
均
織
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
な
商
品
の
流
通
と
は
別
の
側
面
、
行
政
的
・
法
制
的
な
方
法
に
よ
る
財
物
の
通
運
の
面
か
ら
考

察
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

均
職
の
自
巾
と
貢
職
の
改
革

瞳
織
論
の
本
議
篇
に
、
均
稔
・
卒
準
に
闘
し
て
、
右
の
史
記
卒
準
書
の
記
録
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
記
録
が
御
史
大
夫
桑
弘
羊
の
護
言
と
し
て
載

627 

っ
て
い
る
。



628 

大
夫
日
、
住
者
都
圏
諸
侯
、
各
以
其
物
責
職
。
往
来
煩
雑
、
物
多
苦
悪
、
或
不
償
其
費
。
故
郡
置
職
官
、
以
相
給
運
而
便
遠
方
之
賞。

放

日
均
職
。
関
委
府
子
京
以
寵
貨
物
、
賎
即
買
、
貴
則
買
。
是
以
牒
官
不
失
賀
、
商
買
無
所
貿
利
。
故
日
卒
準
。
卒
準
則
民
不
失
職
、
均
職

則
民
斉
努
逸
。
故
平
準
均
職
、
所
以
卒
首
内
物
而
便
百
姓
。
非
開
利
孔
魚
民
罪
梯
者
也
。

右
が
全
文
で
あ
る
が
、
均
戦
法
に
閲
し
て
は
そ
の
施
行
の
理
由
を
説
く
事
情
説
明
の
部
分
で
、
堕
鍛
論
は
、「
往
者
、
郡
圏
諸
侯
、
各
お
の
其
の

物
を
以
っ
て
貢
験
す
。
往
来
煩
雑
に
し
て
、
物
に
苦
悪
多
く
、
或
は
其
の
費
を
償
は
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
記
事
が
卒
準
書
の

「
天
下
の

賦
職
或
は
其
の
俄
費
を
償
は
ず
」
と
あ
る
絞
述
に
割
腹
す
る
こ
と
は
、
盟
織
論
で
も
「
或
は
其
の
費
を
償
は
ず
一
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
認
め
ら
れ
、
従
っ
て
雨
文
は
ほ
ぼ
共
通
の
事
柄
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
卒
準
書
の
「
賦
職
」
が
瞳
織
論
で
は
「
貢
犠
」
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
そ
れ
は
「
各
お
の
其
の
物
を
以
っ
て
」
と
あ
っ
て
、
現
物
の
貢
職
で
あ
り
、
従
っ
て
吉
田
氏
の
言
う
銭
納
の
租
税
は
、
こ
の
「
貢

聡
」
に
は
含
ま
れ
な
い
。
右
の
「
其
の
物
」
の
内
容
で
あ
る
が
、
後
漢
書
の
劉
盆
子
俸
に
見
え
る
李
賢
の
注
に
盟
銭
論
が
引
用
さ
れ
て
い
て
、
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と、

王
侃
誇
氏
、
王
利
器
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
行
本
の
「
其
物
」
が
「
其
方
物
」
と
な
っ
て
お
り
、

方
物
は
、
例
え
ば
向
書
旗
裳
篇
に

地
方
的
特
産
物
と
解
さ
れ
る
。
唐
代
の
盤
識
論
の
引
用
に
見
え
る
こ
の
語
は
「
貢
職
」
の
内
容

を
具
睦
的
に
か
つ
明
快
に
表
現
し
て
お
り
、
採
用
で
き
る
と
思
わ
れ
刻
。
こ
の
判
断
に
立
て
ば
、
「
貢
職
」
の
内
容
は
各
地
の
特
産
物
で
、
田
租

「
無
有
遠
溜
、
畢
献
方
物
」
と
あ
る
よ
う
に
、

な
ど
の
現
物
の
一
般
的
租
税
も
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
地
方
的
特
産
物
の
賦
課
を
前
漢
朝
の

一
般
的
租
税
の
中
に
瑳
見
で
き
な
い
こ
と
、
そ
の
上

聡
の
責
任
者
は
郡
圏
諸
侯
と
記
録
さ
れ
、

「貢
」
字
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
盟
識
論
で
均
轍
法
の
制
度
的
前
提
と
な
っ
て

い
る
方
物
の
貢
稔
は

一
般
的
租
税
と
は
制
度
的
に
区
別
さ
れ
、
郡
守
・
諸
侯
が
上
織
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
貢
献
制
と
閥
係
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
卒
準
書
に
記
録
さ
れ
る
「
賦
職
」
を
、
盟
銭
論
に
よ
っ
て
「
貢
職
」
に
讃
み
か
え
て
解
穫
す
る
、
少
く
も
そ

れ
を
包
含
す
る
と
解
樟
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
に
見
た
よ
う
な
均
聡
解
樟
上
の
困
難
を
解
消
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
来
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
し
て
均
職
法
の
狙
レ
の

一
つ
は
右
の
よ
う
な
内
容
の
「
貢
聡
」
の
改
革
改
良
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。



前
漢
朝
の
貢
献
制
に
つ
い
て
は
吉
田
虎
雄
氏
の
指
摘
が
あ
り
、
漢
書
の
高
帝
紀
十
一
年
二
月
の
詔
に
、

令
諸
侯
王
、
通
侯
常
以
十
月
朝
献
。
及
郡
各
以
其
口
数
卒
、
人
歳
六
十
三
鏡
、
以
給
献
費
。

と
あ
っ
て
、
高
粗
十
一
年
に
貢
献
の
法
制
化
が
貫
現
し
、
郡
の
貢
献
に
つ
い
て
は
、
毎
年
一
人
六
三
銭
を
郡
の
人
口
数
に
従
っ
て
割
り
あ
て
て

貢
献
の
費
用
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
六
三
銭
に
つ
い
て
は
漢
書
補
注
に
よ
れ
ば
沈
欽
韓
は
算
賦
の
他
に
賦
課
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
と
解
樟
し
て
い
る
。
郡
の
貢
献
に
闘
し
て
は
、
説
文
の
州
部
に
「
薮
」
字
に
つ
い
て
、
「
漢
律
、
舎
稽
献
毅

一
斗
」
と
注
記
し
、
躍
記

内
則
篇
の
「
一
一
一
牲
用
務
」
の
語
の
鄭
注
に
も
「
漢
律
、
舎
稽
献
鷲
」
と
あ
る
。
ま
た
読
文
の
魚
部
の
「
姑
」
字
に
も
「
漢
律
、
曾
稽
郡
献
結
醤

三
斗
」
と
あ
り
、
太
卒
御
買
の
巻
九
四

一
に
も
「
漢
律
、
舎
稽
献
結
醤
二
升
」
と
あ
る
。
断
片
的
な
記
録
に
す
ぎ
な
い
が
、
舎
稽
郡
が
特
産
物

を
貢
験
し
て
い
た
こ
と
、
漢
律
の
規
定
と
な
っ
て
い
て
臨
時
の
こ
と
で
は
な
く
、
持
績
し
た
定
制
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し

て
先
に
見
た
貢
織
が
、
例
え
ば
曾
稽
郡
の
よ
う
に
長
安
か
ら
遠
方
で
あ
れ
ば
、
距
離
と
通
路
の
多
様
さ
が
、
盟
織
論
で
言
う
よ
う
に
「
往
来
を
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煩
雑
」
に
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
貢
聡
に
舎
稽
郡
の
例
の
よ
う
な
特
殊
な
産
物
が
含
ま
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
京
師
に
上
轍
さ
れ
た
貢

献
物
は
、
全
世
と
し
て
は
多
様
で
雑
多
な
品
物
を
含
む
傾
向
と
な
り
、
中
途
で
損
敗
す
る
部
分
を
生
み
、
「
物
に
苦
悪
多
し
」
の
事
情
も
生
ん

だ
で
あ
ろ
う
。
貢
職
が
職
選
費
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
指
摘
も
、
先
ず
右
の
理
由
に
よ
り
、
ま
た
さ
ら
に
雑
多
で
多
様
な
貢
献
物
の
多
く
が
、

窮
迫
し
た
財
政
事
情
に
嘗
面
し
て
い
た
財
務
官
僚
に
と
っ
て
は
無
債
値
無
意
味
に
近
い
評
債
と
な
っ
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

均
職
法
は
破
綻
し
た
財
政
再
建
の
一
環
と
し
て
立
案
さ
れ
た
が
、
右
の
よ
う
な
「
貢
轍
」
と
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
矛
盾

に
封
す
る
一
定
の
合
理
化
と
再
編
成
の
措
置
、
品
目
の
整
理
と
そ
の
運
職
種
制
の
改
良
等
に
よ
り
、
ま
た
そ
の
管
轄
は
首
然
大
農
の
管
理
下
に

お
い
て
、
貢
織
を
重
要
財
源
の
一
つ
に
轄
化
す
る
こ
と
が
構
想
さ
れ
た
と
推
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
史
記
卒
準
書

が
記
録
す
る
均
戦
法
の
構
想
は
「
且
貝
(
異
〉
時
、
商
賓
の
轄
販
す
る
所
の
者
を
以
っ
て
賦
と
矯
す
」
こ
と
に
あ
る
が
、
こ
れ
を
右
に
推
論
し
た
よ
う
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に
、
聾
織
論
の
桑
弘
羊
の
説
明
か
ら
知
り
得
る
制
度
史
的
前
提
、

「
方
物
の
貢
職
」
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
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ば
、
均
総
法
に
よ
っ
て
、
貢
轍
を
財
政
上
の
有
力
財
源
の
一
つ
に
再
編
成
す
る
た
め
に
、

高
い
品
目
へ
の
限
定
の
措
置
が
質
現
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
均
職
法
施
行
後
、

そ
の
内
容
に
一
定
の
規
格
、
商
品
と
し
て
の
債
値
の

そ
の
直
接
的
数
果
、
結
果
と
し
て
現
わ
れ
た
事
買
に

つ
い
て
、
卒
準
書
・
盟
織
論
が
断
片
的
な
が
ら
幾
つ
か
の
記
銀
を
惇
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
均
職
法
の
内
容
に
つ
い
て
の
推
論
を
部
分

的
に
検
誼
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
均
職
法
の
数
果
を
明
白
に
示
す
卒
準
書
の
記
録
は
、
施
行
後
一
歳
の
中
の
こ
と
と
し
て
、

「
均
職
の
南

五
百
高
匹
」
と
あ
る
記
事
で
あ
る
。
諸
大
な
量
の
白
巾
の
牧
納
が
園
庫
枚
入
と
し
て
記
録
さ
れ
る
の
は
、
卒
準
書
で
は
こ
れ
が
初
見
で
以
前
に
は

見
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
れ
が
均
職
法
の
数
果
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
自
の
集
積
自
睦
が
桑
弘
羊
の
功
績
・
成
功
と
し
て
記
録
さ
れ
る

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
販
買
に
よ
る
貨
幣
牧
入
が
、
貫
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
目
的
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
記
事
で
は
な
い
。

や
は
り
均
職
法
施
行
後
の
こ
と
と
し
て
、
右
の
記
事
に
劃
醸
す
る
よ
う
に
「
過
ぐ
る
所
の
賞
賜
、
吊
百
齢
禽
匹
を
用
ふ
」
と
あ
っ
て
、
園
庫
の

支
出
面
で
も
大
量
の
吊
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
も
併
せ
て
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

先
に
均
職
法
施
行
に
よ
っ
て
貢
職
の
封
象
が
各
地
の
商
品
債
値
の
高
い
産
物
に
整
理
限
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
た
が
、

の
聴
販
」
す
る
よ
う
な
財
貨
と
は
、
例
え
ば
史
記
の
貨
殖
列
俸
の
経
済
地
誌
的
記
録
等
に
紹
介
さ
れ
る
各
地
産
物
で
あ
ろ
う
が
、
嘗
時
の
財
政

「
商
買
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事
情
が
要
求
す
る
園
庫
牧
入
増
加
の
数
果
を
期
待
で
き
る
よ
う
な
財
貨
は
結
局
多
様
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

例
え
ば
各
地
の

農

・
林

・
畜

・
水
産
業
の
産
物
の
多
く
が
、
運
聡
に
よ
る
品
質
の
劣
悪
化
、
長
期
保
存
の
困
難
等
の
性
質
に
よ
り
、

「
往
来
煩
雑
に
し
て
、
物

に
苦
悪
多
し
」
と
瞳
織
論
で
桑
弘
羊
が
説
く
理
由
に
該
嘗
し
、
整
理
の
封
象
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
政
府
中
央
に
常
に
迎
合
す
る
出
先
官

吏
が
、
中
央
の
要
求
を
察
知
し
な
が
ら
彼
ら
の
安
全
と
成
功
を
保
誼
し
て
運
用
で
き
る
品
目
は
更
に
小
範
園
に
限
ら
れ
る
傾
向
を
も
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
瞳
織
論
本
議
篇
で
文
皐
は
均
職
法
を
非
難
し
て
、
「
古
の
税
を
民
に
賦
す
る
や
、
其
の
工
な
る
所
に
因
り
、
拙
な
る
所
を
求
め
ず
。

農
人
は
其
の
獲
を
納
れ
、
女
工
は
其
の
功
を
効
せ
り
。
今
其
の
有
る
所
を
揮
で
、
其
の
無
き
所
を
責
む
。
百
姓
は
貨
物
を
賎
貰
し
て
以
っ
て
上

の
求
め
に
便
に
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
均
稔
法
の
現
賓
の
運
営
で
は
、
中
央
の
要
求
す
る
財
貨
が
地
方
の
貫
情
を
無
視
し
て
強
要
さ
れ
、
農
民

は
彼
ら
の
生
産
す
る
財
貨
を
弱
み
に
つ
け
こ
む
商
人
に
廉
く
頁
り
、
出
先
官
吏
の
求
め
に
臆
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
質
態
を
示
す
も
の
で



あ
る
。
文
拳
は
更
に
均
職
法
の
寅
情
を
論
難
し
て
先
に

一
部
を
引
用
し
た
よ
う
に
J

留
難
し
て
之
と
市
を
帰
す
。
吏
の
入
る
所
、
濁
り
膏
陶
の
線
、
萄
漢
の
布
の
み
に
非
る
也
。
亦
た
民
間
の
震
る
所
の
み
」
と
述
べ
て
い
る
。
文

皐
の
こ
の
指
摘
は
、
均
轍
法
運
用
の
直
接
的
数
果
と
し
て
記
録
さ
れ
た

「均
職
の
南
五
百
高
匹
」
の
事
賓
と
明
ら
か
に
劃
躍
し
、
こ
れ
を
読
明

「開
者
、
郡
園
或
は
民
を
し
て
布
繋
を
作
ら
し
む
。
吏
は

す
る
事
情
で
あ
る
。
文
拳
の
指
摘
に
よ
っ
て
知
り
得
る
こ
と
は
、
均
聡
法
の
運
営
に
よ
っ
て
、
斉
陶
の
線
、
萄
漢
の
布
の
よ
う
な
本
来
の
産
地

の
布
吊
の
み
で
な
く
、
よ
り
贋
い
範
園
で
布
繋
が
強
要
さ
れ
作
ら
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
制
度
的
に
一
律
に
全
般
的
に
規
定
さ
れ
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
「
郡
園
或
は
」
の
表
現
が
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が

一
定
の
範
圏
に
蹟
大
し
て
、
文
筆
が
「
農
民
は
苦
を
重
ね
、

女
工
は
税
を
再
び
す
」
と
非
難
し
て
い
る
が
、
事
貫
上
は
新
ら
し
い
租
税
に
等
し
い
布
努
の
賦
課
に
時
化
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

均
職
法
運
営
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
布
吊
の
牧
納
は
、
漢
朝
で
は
こ
れ
を
初
出
と
す
る
が
、
し
か
し
例
え
ば
孟
子
垂

心
章
句
下
の
「
布
纏
之
征
」
の
語
が
示
す
よ
う
に
先
秦
時
代
に
認
め
ら
れ
、
ま
た
後
代
に
現
わ
れ
る
戸
調
制
も
絹
の
牧
納
を
基
本
と
し
て
お

り
、
中
園
古
代
で
は
必
ら
ず
し
も
突
飛
な
事
態
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
種
の
連
績
性
が
認
め
ら
れ
る
。
貌
書
の
食
貨
志
の
太
和
十
年
の
三
長
制

「
均
職
の
楢
を
立
つ
と
難
も
輩
績
の
郷
異
な
る
無
し
」

お
よ
び
租
調
に
関
す
る
李
沖
の
奏
言
に
こ
た
え
た
孝
文
帝
の
詔
書
に

の
語
が
あ
り
、

-9-

「
均
職
の
楢
」
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
が
、

「
輩
績
の
郷
異
な
る
無
し
」
の
語
や
、
李
沖
の
租
調
に
つ
い
て
の
提
案
、
そ
れ
ま
で
の

制
度
-
原
則
を
考
慮
し
て
判
断
す
れ
ば
、
租
調
に
お
け
る
布
南
類
の
賦
課
で
、
土
地
の
性
質
、
遠
近
の
差
、
負
措
能
力
等
を
考
慮
し
て
設
定
さ

れ
た
負
撞
量
遁
減
の
規
範
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
均
織
の
語
が
後
代
の
北
貌
に
お
い
て
布
鳥
類
の
賦
課
の
原
則
に
関
係

す
る
用
語
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
書
の
食
貨
志
に
見
え
る
周
知
の
戸
調
式
は
、
絹
三
匹
・
勝
三
斤
の
縁
を
基

本
と
し
て
、
女
子

・
次
丁
男
が
戸
主
の
戸
で
は
宇
職
、
溢
郡
は
三
分
の
二
、
遠
郡
は
三
分
の

一
の
職
、
夷
人
は
賓
布
一
匹
、
遠
夷
は
一
丈
の
職

と
し
、
布
鳥
類
の
上
職
の
距
離
と
嘗
事
者
の
能
力
の
差
に
も
と
づ
く
負
携
量
遁
減
の
原
則
の
設
定
と
夷
人
の
場
合
の
代
替
物
の
指
定
を
内
容
と

し
て
お
り
、
初
夢
記
巻
二
七
に
引
く
菅
令
に
は
代
替
の
換
算
規
定
が
あ
り
、
鎌
一
匹
が
絹
六
丈
、
疏
布

一
匹
が
絹
一
匹
、
絹
一
匹
が
綿
三
斤
に

嘗
る
と
し
て
い
る
。
晋
書
に
は
均
職
の
語
は
見
え
な
い
が
、
親
書
の
「
均
稔
の
楢
」
の
具
瞳
的
説
明
と
な
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
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ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
内
容
を
意
味
す
る
均
聡
の
語
は
、

漢
代
に
お
け
る
均
職
の
施
行
と
共
に
、
或
は
一
定
の
時
期
か
ら
、
卒
準
書
や
盟
載
論

が
示
す
均
職
の
貫
情
を
反
映
し
な
が
ら
使
用
さ
れ
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

私
見
の
問
題
貼
お
よ
び
批
判
と
若
干
の
意
見

以
上
は
、
枚
数
の
関
係
で
詳
論
で
き
な
い
部
分
も
生
じ
た
が
、
均
職
法
に
つ
い
て
卒
準
書

・
盟
識
論
に
見
え
る
貫
施
の
理
由

・
機
能
の
説
明

と
、
均
職
法
貫
施
の
結
果
の
貫
情
の
記
録
と
を
、
特
に
「
郡
闘
が
そ
の
方
物
を
以
っ
て
貢
轍
し
た
」
と
俸
え
る
盟
観
論
の
記
録
を
媒
介
と
し
て
関

係
づ
け
な
が
ら
試
み
た
考
察
に
よ
る
推
論
で
あ
る
。
以
上
の
趣
旨
は
先
に
概
論
風
に
公
表
し
た
が
、
こ
れ
に
劃
し
て
は
山
田
勝
芳
氏
の
批
判
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
批
判
の
封
象
が
概
論
風
で
あ
っ
た
た
め
、
氏
の
批
剣
も
簡
単
で
、
意
を
重
さ
れ
た
展
開
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
詳
細

な
反
論
は
適
切
で
は
な
い
と
思
う
が
、
行
論
に
必
要
な
範
圏
で
要
黙
を
紹
介
し
て
筆
者
の
意
見
を
述
。
へ
、
共
同
の
研
究
の
前
進
の

一
階
梯
と
し

た
い
と
思
う
。
氏
の
意
見
は
、
先
ず
史
記
の
卒
準
書
に
言
う
「
賦
稔
」
の
賦
は
算
賦
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
得
ず
、
従
っ
て
盟
鍛
論
を
援
用
し

て
、
賦
聡
を
貢
稔
に
韻
み
か
え
る
こ
と
は
不
嘗
で
あ
る
。
関
連
し
て
均
職
法
の
考
察
で
は
卒
準
書

・
食
貨
志
が
第
一
史
料
で
あ
り
、
そ
し
て
卒
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準
書
に
従
え
ば
、
均
職
と
は
遠
方
の
珍
物
或
は
商
品
債
値
の
高
い
物
品
を
商
業
的
に
操
作
し
て
利
盆
を
あ
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
卒
準
書
の

「商

買
の
轄
販
す
る
所
の
者
を
以
っ
て
賦
と
矯
す
」
と
は
、
賦
銭
の
上
聡
は
運
迭
費
を
償
わ
な
い
の
で
、
そ
の
賦
銭
を
資
本
と
し
て
商
品
債
値
の
高

が
山
田
氏
の
見
解
で
あ
る
と
思
う
が
、

い
物
を
買
っ
て
上
職
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
均
聡
の
牧
入
は
こ
れ
ら
の
物
品
を
商
業
的
に
運
用
し
た
結
果
と
し
て
生
じ
た
利
盆
で
あ
る
。
以
上

卒
準
書

・
食
貨
志
を
第
一
史
料
と
す
る
こ
と
に
異
存
は
な
い
。

先
ず
史
料
に
つ
い
て
、

し
か
し

賦

職
」
の
問
題
の
史
料
と
し
て
、
卒
準
書
の

「
弘
羊
以
云
云
」
か
ら
「
乃
請
」
ま
で
の
記
録
は
、
均
轍
・
卒
準
に
つ
い
て
の
桑
弘
羊
の
上
請
の
内

容
を
停
え
る
前
提
と
し
て
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
桑
弘
羊
の
剣
断
の
要
旨
を
司
馬
蓮
が
表
現
し
て
い
る
構
文
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
山
田
氏
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
桑
弘
羊
の
上
奏
の
原
文
が
そ
の
ま
ま
「
賦
轍
」
と
な
っ
て
い
た
と
断
定
す
る
に
は
少
し
弱
い
の
で
は
な

一
方
盟
銭
論
は
、
均
鞍
法
の
記
録
と
し
て
は
、
瞳
織
の
議
の
時
も
、
桓
寛
の
編
集
の
時
期
に
お
レ
て
も
、
過
去
の
制
度
と
は
な
っ
て
お

、、
a
o

t
V
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ら
ず
、
同
時
代
的
で
あ
る
。
無
論
桑
弘
羊
の
奏
請
の
時
期
と
瞳
織
の
議
と
の
聞
に
は
時
間
的
距
離
が
あ
る
が
、
し
か
し
一
方
均
轍
法
に
つ
い
て

は
桑
弘
羊
は
移
始
決
定
的
な
嘗
事
者
で
あ
り
、
従
っ
て
彼
の
瑳
言
の
記
録
は
特
別
院
重
要
で
あ
る
。
筆
者
は
瞳
織
論
が
始
元
六
年
の
論
議
を
そ

の
ま
ま
再
現
し
て
い
る
と
は
考
え
な
い
し
、
そ
の
方
向
で
の
考
察
も
か
つ
て
試
み
た
が
、
均
轍
関
係
の
史
料
と
し
て
の
盟
識
論
は
高
く
評
債
さ

ま
た
史
記
の
記
録
と
の
関
係
は
二
者
揮
一
の
関
係
に
置
か
ず
、
雨
者
を
可
能
な
限
り
整
合
的
に
、
ま
た
相
互
補
完
的
に
解
樺

る
べ
き
で
あ
り
、

さ
し
嘗
つ
て
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
次
に
名
詞
と
し
て
の
「
賦
」
字
は
算
賦
の
み
を
指
し
、
巌
密
に
法
制
的
・
固
有
名
詞

的
に
解
す
べ
き
だ
と
す
る
指
摘
は
重
要
で
貴
重
な
注
意
で
あ
る
。
し
か
し
い
さ
さ
か
反
射
的
反
聞
に
類
す
る
が
、
瞳
観
論
の
「
貢
」
も
同
等
に

す
る
こ
と
に
、

法
制
的
名
僻
と
し
て
の
可
能
性
を
考
察
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
嘗
時
の
語
感
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
と

思
わ
れ
る
説
文
で
は
、
商
字
と
も
貝
に
従
い
、

い
か
と
思
わ
れ
る
の
で

筆
者
は
山
田
氏
の

「
貢
職
」

そ
の
遣
い
は
財
物
の
牧
納
に
関
係
す
る
位
置
の
相
違
か
ら
生
れ
る
差
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な

と
は
賓
は
「
賦
総
」

の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
解
穫
に
特
に
異
論
は
唱
え
な
い

-11ー

が
、
そ
の
逆
方
向
の
解
緯
の
方
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
い
う
一
方
通
行
的
断
定
に
は
、
今
少
し
確
貫
で
巌
密
な
根
援
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
更
に
「
賦
」
字
の
法
制
的
定
義
の
見
解
は
隼
重
し
て
考
察
を
準
め
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
が
、
山
田
氏
が
こ
こ
か
ら

出
裂
し
て
「
賦
と
震
す
」
の
語
句
を
、
賦
銭
を
資
本
と
し
て
貨
物
を
購
入
し
、
こ
れ
を
賦
と
し
て
上
納
す
る
こ
と
だ
と
い
う
演
鐸
論
的
推
論
に

は
到
底
追
随
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
賦
と
篤
す
」
は
、
割
り
あ
て
て
賦
課
す
る
と
常
識
的
に
解
蝿
拝
す
る
方
が
文
脈
全
世
か
ら
見
て
も
剣
り

易
く
、
お
そ
ら
く
原
義
に
も
忠
寅
な
解
穫
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
山
田
氏
は
賦
銭
の
上
職
の
か
わ
り
に
、
商
品
を
買
っ
て
こ
れ
を
上
聡
す
る
と
す

る
推
論
に
あ
た
っ
て
買
誼
の
二
銭
の
賦
を
来
す
に
数
十
銭
の
費
あ
り
」
と
新
書
巻
三
属
遠
に
見
え
る
語
を
援
用
し
、
賦
銭
を
現
迭
す
る
「
賦

職
」
で
は
職
迭
費
を
償
わ
な
い
か
ら
だ
と
さ
れ
る
。
極
め
て
僻
遠
で
人
ロ
稀
少
の
地
か
ら
の
少
額
の
現
迭
に
は
買
誼
の
指
摘
が
そ
の
ま
ま
嘗
て

は
ま
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
例
え
ば
一
高
銭
の
現
迭
費
が
数
十
蔦
銭
と
な
る
と
い
う
計
算
に
は
な
ら
な
い
し
、
力
役
の
動
員
に
よ
る
部
分
は
、
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財
務
計
算
上
は
支
出
分
に
は
算
入
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
債
値
の
凝
縮
物
と
い
う
べ
き
貨
幣
の
現
迭
は
、
荷
物
の
瞳
積
・
重
量
と
も
に

少
量
と
な
り
、
上
轍
の
費
用
は
、
他
の
現
物
の
粟
米
等
に
比
べ
る
な
ら
ば
む
し
ろ
問
題
と
な
ら
な
い
。
た
だ
貨
幣
の
現
迭
は
、
買
誼
の
指
摘
の
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よ
う
に
、

損
失
減
牧
が
剣
り
易
い
形
で
の
支
出
を
伴
う
だ
け
で
あ
る
が
、
商
品
は
碍
轍
に
よ
っ
て
債
格
の
上
昇
が
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
だ
が
商
品
は
京
師
に
集
中
す
れ
ば
、
反
割
に
値
崩
れ
が
避
け
ら
れ
な
い
。
甲
地
か
ら
乙
地
へ
の
地
方
聞
の
轄
販
な
の
だ
と
い
う
説
明
で
あ

そ
の
鎮
の
現
迭
が
困
難
と
い
う
前
提
で
は
無
意
味
な
慮
理
で
あ
る
。
山
東
を
は

じ
め
京
師
か
ら
遠
方
の
底
い
地
域
の
賦
銭
が
園
庫
の
貨
幣
牧
入
と
な
ら
ず
、
直
接
的
財
源
と
し
て
は
無
意
味
に
近
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で

れ
ば
、
こ

の
場
合
は
乙
地
で
有
利
に
換
金
さ
れ
た
と
し
て
も
、

き
な
い
。
山
田
氏
は

均
聴
が
遠
方
の
珍
物
・
商
品
債
値
の
高
い
物
品
を
商
業
的
に
操
作
し
て
利
盆
を
あ
げ
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
、

卒
準

書

・
食
貨
志
か
ら
自
ら
わ
か
る
こ
と
だ
と
さ
れ
る
が
、
卒
準
書
・
食
貨
志
の
記
録
は
、
均
轍
の
商
業
的
性
格
が
お
の
ず
か
ら
判
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
疑
問
と
し
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
卒
準
書
は
均
職
法
の
数
果
を
「
均
職
の
烏

五
百
高
匹
」
と
述
べ
て
い
る
。
均
轍
が
、
地
方
の
賦
銭
を
資
本
と
し
て
商
品
の
購
入
に
投
下
し
、
こ
れ
を
京
師
に
上
職
し
て
そ
の
販
買
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
商
業
上
の
利
潤
が
目
的
で
あ
る
な
ら
ば
、

五
百
蔦
匹
の
由
巾
の
集
積
は
諸
大
な
滞
貨
の
累
積
で
、
商
業
的
に
は
失
敗
で
あ
ろ
う
。
長
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安
市
場
で
の
寅
却
が
前
提
で
あ
る
な
ら
ば
鳥
債
の
崩
壊
は
避
け
ら
れ
な
い
し
、
地
方
へ
の
轄
貰
は
、
元
本
と
盆
金
の
現
迭
が
困
難
で
あ
る
な
ら

ば
無
意
味
で
あ
る
。
南
の
集
積
の
成
功
の
記
録
が
、
南
の
現
物
と
し
て
の
園
庫
か
ら
の
支
出
の
記
録
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ

り
、
こ
れ
は
古
代
園
家
の
財
政
の
重
要
な
一
側
面
で
あ
る
。
吊
の
集
積
が
、
穀
の
集
積
の
成
功
と
共
に
、
桑
弘
羊
の
財
務
上
の
功
績
と
し
て
、

卒
準
書
で
特
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
均
職
法
に
現
物
の
財
貨
の
集
積
自
睦
を
目
的
と
し
た
性
格
と
運
営
の
あ
っ
た
こ
と
、
財

貨
の
集
積
自
瞳
が
財
政
上
の
成
功
で
あ
る
よ
う
な
古
代
園
家
の
財
政
構
造
と
そ
の
財
政
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

四

九
章
算
術
に
お
け
る
均
職
の
原
則
と
均
職
法

盟
鍛
論
本
議
篇
で
桑
弘
羊
は
「
均
稔
す
れ
ば
民
鉱
労
逸
を
斉
し
く
す
」
と
、
均
職
法
の
目
的
と
機
能
を
説
い
て
お
り
、
均
職
法
を
非
難
す
る
文

皐
も
、
現
朕
で
は
「
未
だ
聡
の
均
な
る
を
見
ず
」
と
言
い
、
「
古
の
均
聡
は
第
逸
を
斉
し
く
し
て
貢
に
便
に
す
る
所
以
」
と
述
べ
、
均
聡
の
本

来
的
意
味
と
原
則
の
認
識
に
相
違
貼
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
均
轍
の
語
は
、
稔
を
均
し
く
す
る
と
い
う
以
外
に
は
誼
み
ょ
う
が
な
い
と
思
わ
れ



る
。
従
っ
て
「
均
職
の
吊
五
百
高
匹
」
は
、
均
轍
法
運
用
の
現
賓
的
数
果
と
し
て
明
白
に
指
摘
で
き
る
事
寅
で
は
あ
る
が
、
こ
の
均
聡
の
由
m
の

集
積
と
、
盟
織
論
に
見
え
る
貢
職
の
内
容
を
め
ぐ
り
、
貢
献
制
と
の
関
連
に
至
る
ま
で
準
め
て
来
た
以
上
の
考
察
は
、
た
と
え
嘗
っ
て
い
る
貼

が
あ
る
と
し
て
も
、
寅
は
均
轍
法
の
一
側
面
、

む
し
ろ
均
職
法
の
適
用
・
運
営
の
過
程
の
な
か
で
現
わ
れ
た
あ
る
特
定
の
一
局
面
に
わ
ず
か
に

燭
れ
て
い
る
に
遁
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
、
均
職
の
本
来
的
意
味
と
内
容
の
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

卒
準
書
の
均
轍
の
説
明
に
「
遠
方
を
し
て
」
の
語
が
あ
り
、
盟
鎮
論
本
議
篇
も
「
遠
方
の
貢
に
便
に
す
」
と
述
べ
、
「
往
来
煩
雑
」
の
語
が
あ

っ
て
、
財
物
の
運
職
と
そ
の
交
通
の
問
題
が
、
均
轍
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。
従
っ
て
「
轍
を
均
し
く
す
る
」
、
「
民
の
第

逸
を
賢
し
く
す
る
」
と
は
、
先
に
引
き
合
い
に
出
し
て
紹
介
し
た
後
代
の
北
貌
の
「
均
轍
の
措
」
の
語
、
具
置
的
内
容
と
し
て
は
菅
の
戸
調
式

に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
上
職
の
距
離
の
差
に
よ
る
賦
課
額
の
遁
滅
の
原
則
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
負
捨
量
の
均
卒
化
が
、
最
も
近
い
意
味

を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
九
章
算
術
の
一
章
に
「
均
職
」
が
あ
り
、
劉
徽
は
均
職
を
「
以
っ
て
遠
近
傍
費
を
御
す

ま
た
「
此
れ
均
職
と
は
猶
お
均
運
の
ご
と
き
な
り
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
盟
銭
論
の
桑
弘
羊
の
説
明
の
線
上
の
解
樺
で
あ
り
、

ま
た
本
文
の
明
ら
か
に
均
織
法
を
題
材
と
し
た
と
認
め
ら
れ
る
数
皐
の
問
題
の
内
容
は
、
「
民
の
第
逸
を
費
し
く
す

る
」
た
め
の
計
算
法
が
主
題
で
あ
り
、
盟
識
論
に
見
え
る
桑
弘
羊
の
右
の
均
総
論
の
具
象
的
説
明
に
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て

財
物
の
運
職
に
お
け
る
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る
也
」
と
注
し
、

九
章
算
術
に
見
え
る
均
職
法
を
題
材
と
す
る
数
撃
の
問
題
は
、
均
職
の
意
味
か
ら
均
職
法
の
内
容
を
具
鐙
的
に
考
え
る
と
す
れ
ば
、
極
め
て
重

要
な
手
懸
り
を
興
え
る
資
料
で
あ
る
と
考
え
る
。

九
章
算
術
巻
六
均
職
に
は
二
八
の
問
題
と
そ
の
答
え
が
載
っ
て
い
る
が
、
均
職
の
語
義
に
沿
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
問
題
は
回
目
頭
の
四
問

で
あ
る
。
第
一
聞
は
「
今
均
職
の
粟
有
り
」
と
い
う
設
定
で
、
甲
乙
丙
丁
四
燃
の
各
戸
数
、
各
鯨
か
ら
粟
の
納
入
場
所
ま
で
の
各
所
要
日
数
、

四
豚
に
賦
課
さ
れ
た
粟
の
合
計
線
量
、
運
織
の
た
め
に
各
照
に
割
り
あ
て
る
車
輔
の
合
計
総
蓋
数
を
輿
え
、
各
豚
の
遠
近
と
戸
数
の
多
少
で
差

を
つ
け
、
各
鯨
の
負
捨
す
べ
き
粟
の
量
と
車
輔
の
蓋
数
を
聞
い
、
計
算
・
解
答
の
す
じ
は
、
各
鯨
の
戸
数
を
そ
の
職
迭
日
教
で
割
っ
た
数
を
求

め
、
そ
の
按
分
比
例
に
よ
っ
て
各
懸
が
負
措
す
べ
き
車
輔
の
蓋
数
と
粟
の
量
を
算
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
問
は
「
今
均
職
の
卒
有
り
」
と
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い
う
設
定
で
、
力
役
の
賦
課
の
問
題
で
あ
る
が
、
各
豚
の
戸
数
、
力
役
の
現
場
ま
で
の
所
要
日
数
、

五
鯨
の
合
計
賦
役
数
を
興
え
、
各
豚
の
卒

数

・
遠
近
を
勘
案
し
た
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
負
捨
が
ひ
と
し
く
な
る
よ
う
に
、
按
分
比
例
で
各
鯨
の
負
捨
す
べ
き
卒
の
数
を
導
き
出
す
。

一
間
と

二
聞
は
標
準
的
問
題
と
言
う
ベ
く
、
三
間
と
四
聞
は
雇
用
問
題
的
で
、
第
三
聞
は
設
定
が
「
今
均
賦
の
粟
有
り
」
と
、

「
均
聡
」
が
「
均
賦
」

と
な
り
、

や
は
り
各
鯨
に
割
り
あ
て
る
粟
の
量
を
求
め
る
が
、
輿
え
ら
れ
る
数
字
は
、

五
鯨
の
各
戸
数
、
各
牒
の
粟

一
餅
の
債
格
、
納
入
場
所

ま
で
の
距
離
、
五
鯨
に
賦
課
さ
れ
た
粟
の
総
計
、
車
輔
一
葦
の
積
載
量
と
そ
の
俄
費
で
、
求
め
ら
れ
る
答
え
は
、
各
鯨
の
一
戸
あ
た
り
の
第

・

費
を
均
し
く
す
る
べ
く
各
燃
に
賦
課
す
べ
き
粟
の
量
で
あ
る
。
第
四
問
も
均
賦
の
粟
の
問
題
で
、
興
え
ら
れ
る
数
字
は
最
も
複
雑
な
構
成
と
な

り
、
六
鯨
の
算
賦
の
そ
れ
ぞ
れ
の
算
の
数
、
粟
一
餅
の
各
鯨
の
債
格
、
各
豚
の
蓮
迭
夫

一
日
の
傭
賃
、
納
入
場
所
ま
で
の
距
離
、
六
鯨
に
賦
課

さ
れ
た
粟
の
総
量
、
車
輔

一
一
堂
に
必
要
な
人
数
と
積
載
量
、
積
載
車
と
空
車
の

一
日
の
走
行
距
離
、
荷
物
の
積
み
お
ろ
し
の
日
数
は

一
日
と
す

る
等
で
あ
り
、
求
め
ら
れ
る
答
え
は
、
粟
債
・
傭
賃
の
高
低
を
勘
案
し
、
算
の
数
に
従
っ
て
銭
を
出
す
と
し
て
、
務
費
を
均
し
く
す
る
震
に
は

各
牒
の
負
捨
す
べ
き
粟
の
量
は
幾
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
到
。
以
上
要
貼
を
紹
介
し
た
四
つ
の
問
題
を
通
じ
て
問
題
と
す
べ
き
黙
を
指
摘
す
る

と、

粟
の
縁

・
卒
の
提
供
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
割
り
あ
て
を
う
け
る
の
は
常
に
敷
箇
の
豚
で、

そ
れ
ぞ
れ
篠
件
の
異
っ
た
鯨
の
聞
で
の
、
農
民
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一
戸
あ
た
り
の
傍

・
費
の
負
措
の
均
卒
を
目
的
と
し
、
遁
嘗
な
割
合
で
各
鯨
の
負
捨
量
に
差
を
つ
け
て
配
分
し
て
質
現
し
よ
う
と
し
て
お
り、

従
っ

て
こ
れ
を
統
括
的
に
調
整
す
る
の
は
、
文
面
に
は
全
く
現
わ
れ
な
い
が
、
郡
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
卒
準
書
に
「
大
農
部
丞
数
十
人
を
置

き
、
部
を
分
ち
郡
園
を
主
ら
し
む
」
と
あ
り
、
腫
鯨
論
本
議
篇
に
「
郡
に
稔
官
を
置
く
」
と
あ
る
こ
と
、

ま
た
卒
準
書
に
「
各
往
往
豚
に
均
聡

盟
鍛
官
を
置
く
」

と
あ
る
記
錦
に
ほ
ぼ
封
雁
し
、

従
っ

て
九
章
算
術
の
問
題
の
構
成
は
均
職
法
の
地
方
的
組
織
と
運
営
を
反
映
し
て
お
り
、

各

郡
を
捻
賞
す
る
「
大
農
部
丞
」
な
い
し
「
総
官
」
が
、
郡
管
轄
下
の
鯨
の
「
均
稔
(
瞳
餓
)
官
」
を
指
揮
下
に
置
い
て
、
均
職
法
の
運
営
に
嘗

っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
四
聞
に
共
通
し
て
興
え
ら
れ
る
篠
件
の
差
の
基
本
は
所
要
日
数
な
い
し
同

じ
こ
と
で
あ
る
が
距
離
、
そ
し
て
負
措
能
力
の
差
は
各
院
の
戸
数

・
卒
数

・
算
数
な
ど
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
従
っ

て
こ
こ
で
は
均
職
の
課
題
と

は
、
何
を
賦
課

・
購
入
・
上
験
す
る
か
で
は
な
く
、
運
職
の
震
の
各
農
民
の
負
捨
、
第

・
費
の
公
卒
を
、
各
豚
の
戸
数
と
か
卒
数
を
考
慮
し
、



距
離
等
を
も
と
に
割
り
出
し
た
数
に
よ
る
按
分
比
例
で
、
各
回
開
に
賦
課
す
る
粟
な
ど
の
量
に
差
を
つ
け
て
、
貫
現
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

次
に
稔
・
賦
の
劃
象
は
、
第
二
聞
の
卒
を
除
い
て
、
三
つ
の
問
題
で
は
粟
で
あ
り
、
第
一
間
の
基
礎
的
問
題
で
は
運
職
に
お
け
る
負
揖
の
差

は
、
所
要
回
数
・
運
職
務
働
の
日
教
の
差
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
そ
の
均
卒
は
お
そ
ら
く
農
民
の
力
役
を
前
提
と
し
て
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
も
均
職
法
適
用
の
劉
象
、
運
営
の
賓
情
を
反
映
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
方
、
三
間
と
四
間
で
は
運
稔
の

人
夫
賃
・
車
輔
の
借
り
上
げ
料
な
ど
が
輿
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
、
第
一
間
と
は
別
の
局
面
で
の
、
寅
情
の
反
映
と
み
て
よ
い
し
、
ま
た
卒

準
書
の
停
え
る
「
天
下
の
賦
職
、
或
は
其
の
俄
費
を
償
は
ず
」
と
あ
る
均
職
法
要
請
の
理
由
の
記
録
に
も
封
躍
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
九
章
算

術
均
職
章
の
問
題
が
前
漢
の
均
職
法
の
内
容
を
直
接
的
に
示
し
て
い
る
と
は
考
え
な
い
。
著
者
の
関
心
は
、
問
題
の
作
製
と
そ
の
解
法
に
お
い

て
働
く
数
同
学
的
な
原
理
で
あ
っ
て
、
均
織
法
の
法
制
的
内
容
で
は
な
い
し
、
数
皐
的
関
心
か
ら
各
種
の
僚
件
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き

で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
著
者
が
こ
の
題
材
を
敷
皐
の
問
題
と
し
た
護
想
の
契
機
は
、
現
賓
の
均
職
法
の
内
容
と
運
営
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な

い
。
そ
れ
は
要
約
す
れ
ば
、
割
り
あ
て
ら
れ
た
財
貨
の
運
職
に
お
い
て
、
距
離
の
差
か
ら
必
然
的
に
地
域
聞
に
生
ず
る
負
捨
の
不
均
等
を
、
均
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等
で
な
い
比
率
に
も
と
づ
く
配
分
に
よ
っ
て
、
割
り
あ
て
る
財
貨
の
量
を
加
減
し
、
負
措
の
均
卒
を
貫
現
す
る
こ
と
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

均
識
の
語
の
初
出
は
、
卒
準
書
の
、
孔
僅
が
大
曲
演
令
、
桑
弘
羊
が
大
農
丞
と
な
っ
た
年
、
漢
書
百
官
公
卿
表
に
よ
れ
ば
元
鼎
二
年
、

の
僚
に

「
梢
梢
均
職
を
置
き
、
以
っ
て
貨
物
を
逼
ず
」
と
あ
る
記
録
で
あ
る
。
こ
の
「
貨
物
を
遁
ず
」
は
均
聡
の
機
能
・
数
果
の
技
連
で
あ
る
が
、
筆

者
は
漠
然
と
商
品
流
通
に
劃
す
る
操
作
と
す
る
解
簿
に
と
ら
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
脱
却
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
債
値
法
則
が
貫
く
商
品
流
通
を

行
政
的
に
都
合
よ
く
有
数
に
操
作
し
た
り
調
整
す
る
こ
と
は
元
来
背
理
で
あ
り
、
賞
現
す
る
は
ず
の
な
い
こ
と
に
属
す
る
。
従
っ
て
そ
の
よ
う

な
意
味
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
言
説
・
主
張
な
い
し
企
重
・
提
案
と
し
て
の
記
述
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
そ
の
こ
と
が
成
功
し
た
事
賓
と
し
て
同
時

代
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
買
は
お
か
し
い
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
貨
物
と
は
、
そ
れ
か
ら
商
品
を
排
除
す
る
必
要
は
な
い
が
、
商

品
自
盤
、
を
指
す
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
商
品
以
前
の
各
種
財
物
と
理
解
し
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
遁
」
も
、
商
品
流
通
を
包
含
す
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る
と
し
て
も
、
貨
物
を
支
障
な
く
逼
行
・
通
運
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
必
ら
ず
商
品
流
通
を
媒
介
と
し
た
「
逼
」
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
思
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わ
れ
る。

財
政
嘗
局
管
轄
下
の
財
貨
の
通
運
・
時
運
に
障
害
が
護
生
し
て
そ
れ
が
淀
滞
し
、
財
政
嘗
局
者
に
と
っ
て
財
政
運
営
困
難
の
要
因
の

一
つ
に
等
し
く
な
っ
た
事
情
に
お
い
て
、
そ
の
障
害
を
行
政
的
法
制
的
に
除
去
し
て
淀
滞
・
停
滞
を
打
開
す
る
こ
と
、
具
盤
的
に
は
右
の
九
章

算
術
や
後
代
の
戸
調
式
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
財
貨
の
運
織
に
必
要
な
第
・
費
の
負
携
が
距
離
の
差
な
ど
で
著
る
し
く
不
均
等
と
な
り
、
そ
れ

が
障
筈
と
な

っ
た
と
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
負
捨
の
均
卒
化
の
措
置
を
と
る
こ
と
、
こ
れ
が
均
職
法
の
基
本
的
狙
い
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
「
均

職
を
以
っ
て
貨
物
を
通
ず
る
」
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
瞳
銭
論
の
通
有
篇
で
桑
弘
羊
が
彼
の
財
政
政
策
の
鼎
護
論
と
し
て
展
開
す
る
こ

と
の
一
つ
は
、
「
有
無
を
均
し
く
し
て
寓
物
を
通
ず
」
、

「
百
姓
匿
乏
、
財
用
足
ら
ざ
る
は
、
多
寡
調
は
ず
、
天
下
の
財
散
ぜ
ざ
れ
ば
也
」
、
或
は

ま
た
軽
重
篇
で
御
史
が
「
稽
滞
を
灸
刺
し
、

百
脈
を
開
利
し
、
是
を
以
っ
て
蔦
物
流
通
す
」
等
々
と
す
る
論
貼
で
あ
り
、
均
稔
法
の
狙
い
も
こ

の
線
上
に
あ
っ
て
「
有
無
を
均
し
く
し
」
、
「
多
寡
を
調
え
」
、

「
寓
物
を
通
ず
る
」
こ
と
の
一
定
部
分
を
分
捨
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
っ
て

あ
る
と
言
っ
て
よ
い
が
、

よ
い
で
あ
ろ
う
。
瞳
銭
論
に
見
え
る
桑
弘
羊
の
経
済
思
想
は
、
財
貨
の
流
通
の
問
題
で
商
業
と
商
人
の
役
割
を
積
極
的
に
認
め
る
黙
に
特
色
が

し
か
し
古
代
社
舎
に
お
い
て
は
高
物
の
流
通
、
多
寡
の
調
整
な
ど
、
総
じ
て
財
貨
の
祉
曾
的
分
配
に
も
関
連
す
る
過
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程
で
、
商
品
流
通
が
媒
介
と
な
る
局
面
は
、
そ
れ
が
大
き
く
見
え
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
る
と
し
て
も
、
買
は
極
め
て
部
分
的
で
あ
る
。
従
つ

て
こ
の
問
題
は
基
本
的
に
古
代
社
曾
固
有
の
経
済
的
社
曾
的
政
治
的
諸
構
造
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
特
に
古
代
専
制
園
家
の
鐙
制
下
に
お
い
て

は
、
財
貨
の
流
通
な
い
し
そ
の
調
整
は
、
主
と
し
て
は
政
治
的
行
政
的
法
制
的
技
術
の
問
題
と
し
て
現
わ
れ
る
。

財
貨
の
流
通
、

そ
の
具
値
化
の
要
素
の

一
つ
で
あ
る
通
運
の
問
題
は
、
桑
弘
羊
が
財
政
捨
嘗
者
と
し
て
登
場
し
た
時
期
に
お
け
る
園
家
財
政

の
嘗
面
し
た
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
漢
の
園
家
財
政
破
綻
の
要
因
が
、
武
帝
の
旬
奴
遠
征
に
始
ま
る
支
出
の
急
激
な

増
加
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
卒
準
書
の
記
録
で
明
ら
か
で
あ
る
。
財
政
危
機
の
内
容
は
先
ず
園
庫
の
救
い
難
い
歓
乏
で
、
卒
準
書
は
「
府
庫
ま
す

そ
の
他
類
似
の
記
録
を
重
ね
て
お
り
、
従
っ
て
こ
の
時
期
に
採
ら
れ
た
財
政
上
の
措
置
の
多
く
が
、
貨
幣
牧
入
等
の
形
に
よ
る
歳

ま
す
虚
し
」
、

入
の
増
加
を
目
的
と
し
た
。
し
か
し
漢
朝
の
財
政
危
機
は
、
そ
の
集
中
的
表
現
で
あ
る
中
央
の
園
庫
の
牧
支
の
面
の
み
で
な
く
、
よ
り
構
造
的

に
把
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
支
出
の
激
増
に
封
臨
隠
し
て
各
種
目
の
増
徴
が
貧
現
し
て
も
、
全
土
に
わ
た
る
運
聡
の
睦



制
が
激
増
し
た
各
種
貨
物
の
職
、
迭
に
堪
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
卒
準
書
等
に
よ
れ
ば
、

は
こ
こ
で
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
先
ず
京
師
へ
の
各
種
財
貨
の
治
大
な
量
の
運
織
の
問
題
で
あ
り
、
ま
た
大
規
模
な
遠
征
の
基
地
・
治

水
工
事
等
の
現
場
・
徒
民
等
に
よ
る
開
護
と
屯
田
の
進
行
し
た
新
設
の
郡
・
水
災
等
の
被
災
地
等
々
へ
の
必
要
な
財
貨
の
運
職
の
問
題
で
あ

一
つ
一
つ
の
例
誼

り
、
漢
初
以
来
の
運
職
鐙
制
が
珠
期
し
た
も
の
を
遥
か
に
超
え
た
は
ず
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
京
師
を
経
由
し
て
迭
る
の
が
専
制
的
中
央
集

権
園
家
本
来
の
鐙
制
的
た
て
前
で
あ
る
と
し
て
も
、
他
の
地
域
か
ら
中
央
の
園
庫
を
媒
介
せ
ず
に
直
迭
し
、
卒
準
室
田
の
表
現
に
よ
れ
ば
「
相
い

濯
職
」
し
て
、
瞳
鎮
論
の
「
有
無
を
通
じ
」
、
「
多
寡
を
調
す
る
」
こ
と
を
行
政
的
に
賓
現
す
る
こ
と
も
課
題
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
物

の
牧
支
が
重
要
部
分
の
一
つ
を
し
め
る
古
代
専
制
園
家
財
政
に
お
け
る
通
運
の
問
題
は
、
財
政
の
全
睦
構
造
の
中
の
基
礎
的
部
分
の
一
つ
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
従
っ
て
通
運
の
危
機
は
園
家
財
政
の
嘗
面
し
た
危
機
の
一
つ
の
形
態
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

右
の
場
合
、
貨
物
の
急
激
な
増
加
に
よ

っ
て
運
職
上
の
著
る
し
い
困
難
が
生
じ
た
の
は
、
現
物
の
粟
米
等
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
銭
貨

に
つ
い
て
は
、
先
に
鯛
れ
た
よ
う
に
極
端
な
僻
地
で
少
額
の
場
合
を
除
い
て
、
殆
ん
ど
問
題
は
起
り
得
な
い
。
粟
米
は
、
九
章
算
術
均
職
章
の

問
題
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
多
数
の
人
夫
と
車
輔
の
動
員
を
必
要
と
し
、
そ
れ
が
急
激
に
増
加
す
れ
ば
到
底
堪
え
ら
れ
な
い
負
措
と
な
っ
て

運
轍
の
重
大
な
障
害
と
な
り
、
ま
た
過
大
な
負
措
は
粟
米
等
の
賦
課
と
上
納
自
佳
を
も
困
難
に
し
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
粟
米
の
運
稔

が
武
帝
の
治
世
に
い
か
に
激
増
し
た
か
は
、
卒
準
書
に
漢
初
の
事
情
と
し
て
「
山
東
の
粟
を
漕
轄
し
て
以
っ
て
中
都
官
に
給
す
。
歳
ご
と
に
数

十
高
石
に
過
ぎ
ず
。
」
と
あ
る
の
が
、
均
稔
法
施
行
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
「
諸
農
は
各
お
の
粟
を
山
東
よ
り
致
す
。
漕
、
盆
す
こ
と
歳
ご
と
に
六

百
高
石
」
と
あ
り
、
買
に
十
倍
前
後
の
増
加
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
怠
大
と
な
っ
た
粟
米
運
轍
の
要
求
が
武
帝
の
治
世
の
一
定
の
時
期
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か
ら
一
孝
に
起
っ
た
事
態
で
あ
る
こ
と
は
、
卒
準
書
が
武
帝
の
初
年
を
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
今
上
即
位
の
敷
歳
に
至
る
ま
で
は
、
漢
輿

り
て
七
十
徐
年
の
開
、
園
家
事
無
く
」
と
描
寓
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
漢
初
か
ら
武
帝
初
年
ま
で
は
大
き
な
饗
化
の
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、

そ
し
て
ま
た
河
渠
書
に
見
え
る
河
東
郡
守
番
係
の
上
言
「
漕
は
山
東
よ
り
西
し
、
歳
ご
と
に
百
除
高
石
」
が
、
上
昇
に
轄
じ
た
過
渡
期
に
お
け

る
黄
河
漕
運
の
数
字
を
示
し
て
い
る
。
運
職
量
が
一
一
挙
に
増
加
し
た
こ
と
は
、
従
来
の
運
職
交
通
の
鐙
制
に
依
存
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
た
の

639 
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み
で
な
く
、
運
轍
交
通
健
制
そ
の
も
の
に
破
壊
的
影
響
を
興
え
、
貨
物
の
著
る
し
い
漉
滞
と
運
迭
費
の
騰
貴
を
招
い
た
と
考
え
る
。
九
章
算
術

の
均
織
に
関
す
る
問
題
の
想
定
に
、
運
稔
が
力
役

・
無
償
州
労
働
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
と
、
人
夫
や
車
輔
の
俄
費
を
計
算
に
入
れ
る
場
合

と
、
二
つ
の
型
の
あ
る
こ
と
は
、
運
聡
量
の
激
増
で
生
じ
た
事
態
の
反
映
で
あ
り
、

ま
た
俄
費
等
は
、
蓮
職
の
要
請
が
激
増
す
る
中
で
護
生
・

搬
大
し
、
か
つ
急
激
に
騰
貴
す
る
傾
向
を
示
し
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「俄
費
を
償
は
ず
」
と
卒
準
書
が
傍
え
る
事
情
は
、
漢
初
か

ら
持
綴
し
た
矛
盾
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
に
特
に
顕
在
化
し
た
新
ら
し
い
現
象
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
桑
弘
羊
に
よ

る
「
梢
梢
均
聡
を
置
き
、
以
っ
て
貨
物
を
通
ず
」
と
は
、
先
ず
右
の
よ
う
な
事
態
に
割
躍
す
る
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
九
章
算
術

に
見
え
る
均
職
の
機
能
は
、
貨
物
通
運
の
障
害
の
除
去
、
粟
米
等
の
運
総
問
題
の
行
政
的
合
理
化
の
措
置
に
他
な
ら
な
い
。
最
も
重
要
な
問
題

は
、
本
来
の
租
賦
の
賦
課
は
、
地
理
的
位
置
は
問
う
こ
と
な
く

一
律
の
賦
課
を
原
則
と
し
た
は
ず
で
あ
り
、
京
師
へ
の
上
職
分
そ
の
他
の
部
分

が
増
加
す
れ
ば
、

山
東
の
諸
地
域
を
は
じ
め
開
中
よ
り
離
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
運
織
の
痛
の
農
民
の
負
捨
量
の
著
る
し
い
地
域
的
不
均
等
を

地
方
官
に
も
共
通
し
、

増
加
す
る
負
措
の
割
り
あ
て
を
治
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
郷
里
の
官
吏
に
も
共
通
す
る
問
題
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
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生
み
、

そ
れ
は
賦
課
自
値
に
相
到
す
る
不
満
、
場
合
に
よ
っ

て
は
抵
抗
を
も
生
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
は
上
総
を
直
接
携
嘗
し
た
郡
鯨
の

ぃ
。
従
っ
て
運
聡
の
遠
近

・
難
易
を
計
算
し
、
賦
課
さ
れ
る
莱
米
等
の
量
を
加
減
し
て
、
農
民
の
負
捨
量
の
公
平
化
を
剣
り
易
い
形
で
貫
現
す

る
こ
と
が
要
請
さ
れ
、
均
職
法
の
目
的
は
先
ず
こ
の
貼
に
あ
り
、

そ
の
原
則
は
ほ
ぼ
九
章
算
術
の
問
題
と
計
算
法
に
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
。
盟
鍛
論
で
桑
弘
羊
が
均
職
法
を
「
民
の
労
逸
を
賢
し
く
し
」
、
「
遠
方
の
貢
に
便
に
す
」
と
す
る
の
は
、
先
ず
右
の
原
則
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

ぅ
。
卒
準
書
は
均
職
法
施
行
後
、

「
弘
羊
叉
請
ひ
て
、
吏
を
し
て
粟
を
入
れ
て
官
に
補
せ
ら
る
る
を
得
、
及
び
罪
人
を
し
て
罪
を
関
ふ
を
得
し

む
。
民
を
し
て
能
く
粟
を
甘
泉
に
入
る
る
こ
と
各
お
の
差
有
り
、
以
っ
て
復
し
て
身
を
移
へ
し
む
。
告
絹
せ
ず
」
と
、
桑
弘
羊
に
よ
る
粟
米
増

牧
の
努
力
を
俸
え
、
引
き
績
い
て
桑
弘
羊
の
功
績
と
し
て

「均
職
の
吊
五
百
蔦
匹
」
の
他
に
、
先
に
一
部
を
引
用
し
た
が
、

「
他
の
郡
園
、
各

お
の
急
の
盛
に
織
す
。
而
し
て
諸
農
は
各
お
の
粟
を
山
東
よ
り
致
す
。
漕
盆
す
こ
と
歳
ご
と
に
六
百
高
石
。

っ
。
過
に
絵
穀
諸
物
あ
り
」

と
記
録
し
て
い
て
、
莱
の
漕
樽
の
問
題
が
ほ
ぼ
解
決
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
歳
の
中
、
太
倉
・
甘
泉
の
倉
満

「
均
戦
の
由
m
」
以
外
は
、
均
聡



法
の
数
果
に
よ
る
と
は
明
記
し
て
い
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
桑
弘
羊
の
均
聡
の
提
案
と
裁
可
の
後
に
現
わ
れ
た
事
情
で
あ
り
、
そ
し

て
桑
弘
羊
の
功
績
と
し
て
俸
え
ら
れ
る
記
事
で
あ
り
、
九
章
算
術
の
均
職
の
問
題
を
も
参
照
し
て
考
え
て
、
右
の
漕
轄
事
情
の
好
轄
で
園
庫
と

漫
境
の
穀
そ
の
他
の
財
物
に
徐
裕
が
生
れ
た
と
い
う
事
貫
は
均
戦
法
の
重
要
な
数
果
の
一
っ
と
解
韓
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
「
均
職

の
烏
」
は
均
職
令
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
た
め
に
こ
の
稿
呼
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
は
明
白
に
均
戦
法
の
産
物
で
あ
る
。
し
か
し
均
職

法
適
用
の
範
圏
は
よ
り
慶
く
、
粟
米
を
は
じ
め
、
園
家
財
政
管
掌
下
の
財
物
の
運
職
に
贋
く
運
用
さ
れ
た
と
解
す
る
。
先
に
は
考
察
の
重
要
な

手
懸
り
と
し
た

「均
轍
の
島
五
百
寓
匹
」
は
、
均
職
法
運
営
の
一
部
、

一
局
面
に
現
わ
れ
た
数
果
の
一
つ
に
他
な
ら
な
い
。

五

均
職
の
制
度
的
構
造
、
そ
の
他
関
連
す
る
一
・
二
の
問
題

史
の
篠
に
、

均
職
の
行
政
的
機
構
を
一
見
し
て
置
く
こ
と
は
、
そ
の
機
能

・
運
営
の
考
察
に
と
っ
て
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
漢
書
百
官
公
卿
表
上
の
治
粟
内

「
属
官
に
太
倉
・
均
轍

・
卒
準

・
都
内

・
籍
回
の
五
令
丞
有
り
」
と
あ
る
。
こ
の
均
稔
令
・
丞
が
元
封
元
年
以
後
、
卒
準
令
・
丞

均
戦
法
の
運
営
を
捨
嘗
し
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
同
じ
く
百
官
公
卿
表
の
水
衡
都
尉
に
そ
の
属
官
と
し
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と
共
に
大
農
に
所
属
し
、

て
、
上
林
・
御
差
・
禁
圃
・
輯
濯
・
鍾
官

・
技
巧
・
六
厩

・
緯
銅
の
諸
官
と
並
ん
で
、
均
稔
令

・
丞
が
記
銀
さ
れ
て
い
る
。
大
農
と
水
衡
都
尉

と
隻
方
に
均
聡
令
と
い
う
全
く
同
名
の
官
が
同
時
に
縫
績
的
に
並
存
し
た
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
水
衡
都
尉
の
設
置
は
、
百
官
公
卿
表
に
よ
れ

ば
、
元
鼎
二
年
の
こ
と
に
属
す
る
。
ま
た
こ
の
年
は
、
卒
準
書
と
百
官
公
卿
表
下
に
よ
れ
ば
、
桑
弘
羊
が
舎
計
の
事
を
主
管
し
、
そ
し
て
「
精

精
均
轍
を
置
き
、
貨
物
を
逼
ず
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
均
職
法
が
出
費
し
た
年
に
も
嘗
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
段
階
で
は
均
稔
令

は
水
衡
都
尉
所
属
の
形
で
出
設
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
元
封
元
年
の
前
年
、
元
鼎
六
年
の
卒
準
霊
園
の
記
録
に
「
大
農
、
均
職
を
以
っ
て

瞳
識
を
調
し
て
賦
を
助
く
」
と
あ
る
が
、
大
農
が
大
農
管
轄
下
の
専
頁
制
の
運
管
に
均
職
法
を
適
用
し
た
と
解
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
黙

で
は
均
戦
法
は
大
農
が
管
掌
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
均
職
令
は
水
衡
都
尉
か
ら
大
農
に
移
籍
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
卒
準
書
は
、
水
衡
都

尉
が
盟
鎮
専
買
の
管
理
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
な
が
ら
、
都
合
で
上
林
を
主
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
、
新
設
嘗
初
に
お
け
る
管
掌
事
項
の
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動
揺
を
停
え
て
お
り
、
直
属
の
均
轍
令
も
固
定
し
た
存
在
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
'
次
に
卒
準
書
が
記
録
す
る
元
封
元
年
の
桑
弘
羊
の
奏
請

に
「
大
農
部
丞
数
十
人
を
置
き
、
部
を
分
っ
て
郡
闘
を
主
ら
し
め
、
各
お
の
往
往
、
豚
に
均
職
盟
鍛
官
を
置
か
ん
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
大

そ
れ
ぞ
れ
捲
嘗
す
る
郡

・
園

、凡
uv

に
お
け
る
均
職
の
寅
務
を
主
管
し
た
。
加
藤
繁
氏
は
こ
の
数
十
人
の
大
農
部
丞
を
、
こ
の
時
特
に
設
け
た
も
の
だ
と
す
匂
し
か
し
盟
鍛
論
本

議
篇
で
桑
弘
羊
は
「
郡
に
稔
官
を
置
く
」
と
述
べ
、
先
に
紹
介
し
た
後
漢
書
劉
盆
子
俸
注
に
引
用
の
盟
織
論
で
は
、
「
郡
園
」
と
あ
っ
て
、
卒

準
書
の
大
農
部
丞
と
部
署
が
封
庭
す
る
の
で
、
瞳
鍛
の
議
の
時
貼
で
は
初
期
の
大
農
部
丞
が
職
官
と
な
り
、
各
郡
・
園
の
均
職
措
賞
者
と
し
て

存
績
し
て
い
た
と
み
て
よ
川
。
ま
た
均
戦
法
の
運
営
に
、
九
章
算
術
に
見
え
る
よ
う
な
内
容
、
勝
の
聞
の
負
捨
の
均
卒
化
の
業
務
が
持
績
し
た

と
す
れ
ば
、
各
郡
・
園
に
部
署
し
、
均
織
法
の
運
営
を
捲
賞
す
る
大
農
部
丞
な
い
し
聡
官
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
各
鯨
に
置
か
れ
た
均
轍

(
瞳
鍛
〉
官
は
こ
の
大
農
部
丞
の
指
揮
下
に
均
職
の
貫
務
に
嘗
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
均
職
の
原
則
の
各
郡
園
へ
の
適
用

・
運
営
に
つ
い
て
は
、

農
所
属
の
均
聡
令
の
こ
と
は
見
え
な
い
が
、

お
そ
ら
く
は
そ
の
統
轄
下
に
、
数
十
人
の
大
農
部
丞
が
配
置
さ
れ
、
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各
豚
の
聞
で
の
適
用
を
郡
の
大
農
部
丞
が
統
括
し
た
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、
大
農
の
均
職
令
が
統
括
す
る
こ
と
に
よ
り
、
九
章
算
術
の
諸
問
題
に

も
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
各
郡
へ
の
割
り
あ
て
総
量
の
算
出
等
の
業
務
を
、
均
職
法
の
原
則
に
も
と
きつ

い
て
運
営
し
た
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ

る。
先
に
紹
介
し
た
「
均
職
を
以
っ
て
盟
鍛
を
調
し
、
賦
を
助
く
」
と
あ
る
卒
準
書
の
記
事
は
、
均
職
法
と
盟
織
専
貰
制
が
雨
者
の
現
質
的
運
営

に
お
い
て
密
接
な
闘
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
録
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
試
み
た
盟
の
専
買
制
に
お
け
る
流
通
販
買
部
門
の

A
刀
句

考
察
に
お
い
て
、
右
の
元
鼎
六
年
の
卒
準
書
の
記
録
に
も
と
づ
い
て
初
め
は
各
地
方
単
位
で
出
設
し
た
盟
織
専
賓
の
販
買
流
通
組
織
が
こ
の
元

4
1可

鼎
六
年
の
時
黙
か
ら
全
園
的
な
販
買
流
通
の
組
織
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
佐
藤
武
敏
氏
の
見
解
に
、
批
判
を
加
え
た
。
こ
の
批
判
の
展

開
の
中
で
筆
者
も
右
の
記
録
を
と
り
あ
げ
た
が
、
均
職
法
に
つ
い
て
の
理
解
が
一
面
的
で
あ
っ
た
た
め
に
、
均
職
と
専
買
を
統

一
的
に
認
識
す

る
た
め
の
鍵
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ず
、
均
職
法
と
専
買
制
と
は
全
く
無
関
係
な
も
の
と
し
、

ぞ
れ
賦
を
助
け
た
と
解
韓
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。
佐
藤
氏
の
右
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
元
狩
四
年
段
階
の

こ
の
記
事
は
均
稔
と
瞳
銭
事
賓
の
二
事
が
そ
れ



専
買
制
は
そ
の
流
通
が
地
方
単
位
で
あ
っ
た
と
す
る
知
見
が
、
関
係
史
料
の
解
樟
に
疑
問
・
難
貼
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
筆
者
の
批
剣
の
基

本
を
襲
更
す
る
必
要
を
認
め
な
い
。
し
か
し
右
の
記
録
自
睦
の
理
解
に
お
い
て
提
示
し
た
筆
者
の
解
樟
は
誤
ま
り
で
あ
り
、
佐
藤
氏
の
解
樟
が

こ
の
僚
は
「
均
聡
の
調
」
と
誼
む
か
、

「
調
」
字
が
街
字
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
な
ど
と
書
い
た
が
、
苦
し
ま
ぎ
れ
の
強
需
に
類
す
る
。
右
の
論
考
で
筆
者
は
、
聾
の
専
買
制
に
お
い

正
解
に
近
い
と
考
え
る
。
筆
者
は
注
記
で

筆
者
の
解
し
た
よ
う
な
解
緯
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば

て
そ
の
流
通
販
買
部
門
を
主
と
し
て
推
賞
し
た
の
は
鯨
以
下
の
地
方
行
政
諸
官
署
で
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。
こ
の
理
解
を
筆
者
は
襲
更
し
て
い

し
か
し
専
制
的
統
治
、
中
央
集
権
的
行
政
の
賓
現
を
目
的
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
地
方
諸
官
署
に
と
っ
て
は
、
盟
や
織
の
流
通
販

買
を
直
接
捨
嘗
し
運
営
す
る
こ
と
は
、
特
に
嘗
初
に
お
い
て
は
、
幾
つ
か
の
困
難
に
逢
着
し
、
一
定
の
限
界
が
生
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ

と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
中
央
集
権
的
専
制
的
官
僚
機
構
は
、
地
方
相
互
に
お
け
る
財
貨
の
直
接
的
流
通
、
盟
織
の
産
地

か
ら
消
費
地
帯
へ
の
緩
績
的
運
職
業
務
の
よ
う
な
、
地
方
と
地
方
を
、
中
央
を
媒
介
す
る
こ
と
な
し
に
、
横
に
直
結
す
る
構
造
と
性
格
を
本
来

的
な
も
の
と
せ
ず
、
そ
の
よ
う
な
業
務
に
な
じ
ま
な
い
。
従
っ
て
「
有
無
を
通
じ
」
、
「
相
い
濯
験
す
る
」
こ
と
を
一
つ
の
機
能
と
す
る
均
聡
と

:、

:
、

ち
し
カ

643 

そ
の
機
構
は
、
専
貰
制
の
流
通
部
門
を
補
完
す
る
機
能
を
果
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。
「
均
職
を
以
っ
て
盟
餓
を
調
し
た
」
と
は
、
右
の
事
情
、

お
そ
ら
く
は
特
に
通
運
部
門
に
お
け
る
、
を
停
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
専
買
制
の
流
逼
部
門
は
、
そ
の
出
護
時
か
ら
そ
の
産

物
が
障
害
な
く
消
費
地
帯
で
販
賀
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
飲
の
前
提
で
、
地
方
的
車
位
で
は
あ
り
得
な
い
。
従
っ
て
佐
藤
氏
の
見
解
と
筆
者
の
見

解
は
や
は
り
別
れ
る
が
、
均
職
と
専
賓
と
の
開
係
は
、
均
殺
の
創
設
時
に
ま
で
糊
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
元
鼎
六
年
の
記
録
も
、
均
職

と
専
貰
と
の
密
接
な
関
係
は
以
前
か
ら
あ
っ
て
、
そ
の
数
果
が
こ
の
時
黙
で
記
録
さ
れ
て
い
る
と
も
解
穫
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
元
鼎
二
年
に

お
け
る
均
鞍
の
創
設
は
、
事
買
制
創
始
の
責
任
者
孔
僅
が
大
農
令
と
な
り
、
専
買
制
の
全
面
的
な
稼
動
の
獄
態
が
質
現
し
た
と
認
め
ら
れ
る
時

A
制
ヲ

んは
、

期
に
嘗
っ
て
い
る
。
均
稔
の
創
設
は
専
貰
制
の
本
格
的
な
稼
動
朕
態
に
封
醸
す
る
一
面
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
「
梢
梢
均
職
を
置
い
て
貨
物
を

通
じ
た
」
の
で
あ
る
が
、
そ
の
貨
物
の
う
ち
に
専
賀
制
下
の
盟
識
を
含
み
、
専
買
制
の
運
聡
流
通
部
門
の
問
題
を
行
政
的
に
虚
理
し
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
な
お
元
封
元
年
の
奏
請
に
は
「
往
往
、
前
怖
に
均
職
種
鍛
官
を
置
か
ん
」
と
あ
り
、
均
職
法
と
盟
鯨
専
買
制
と
の
密
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接
な
閲
係
を
推
測
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
が
、
漢
書
地
理
志
そ
の
他
の
記
録
で
、
均
職
官
・
瞳
官

・
鍛
官
の
存
在
は
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
豚
に
設
置
さ
れ
た
均
職
盟
鍬
官
と
い
う
地
方
官
署
の
存
在
を
誼
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
盟
鍛
論
に
も
こ
の
よ
う
な
名
稀
の

存
在
の
痕
跡
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
従
っ

て
こ
れ
は
「
均
聡
官
」
の
誤
り
か
、
或
は
奏
請
文
で
は

「均
職
盟
鍛
官
」

と
な

っ
て
い
た
が
、
貫
現

し
た
の
は
均
聡
官
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
筆
者
は
か
つ
て
拙
稿
「
瞳
織
専
頁
制
施
行
の
時
期
そ
の
他
雑
考
」
(
『
福
井
大
翠
皐
葱
皐
部
紀
要
皿

祉
倉
科
聞
き
一
一
〉
に
お
い
て
、
食
貨
志
と
卒
準
書
の
「
置
均
総
盟
鍛
官
」

を
瞳
鍛
論
本
議
篇
の
「
郡
置
職
官
」
に
劃
躍
さ
せ
、
卒
準
書
の

「均

轍
瞳
鍬
官
」
に
相
嘗
す
る
部
分
は
盤
鍛
論
で
は

「総
官
」

と
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
考
察
を
進
め
た
。
こ
れ
は
拙
稿
の
こ
の
部
分
が
、
陳
直
氏

の
『
雨
漢
経
済
史
料
論
叢
』

の
「
閲
子
雨
漢
的
手
工
業
」
に
見
え
る
見
解
の
批
剣
に
関
係
し
、
陳
直
氏
が
食
貨
志
を
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、

筆
者
も
食
貨
志
を
引
用
し
、
卒
準
書
と
の
十
分
な
劉
校
を
怠
っ
た
た
め
、
食
貨
志
で
は
本
稿
の
冒
頭
の
卒
準
書
の
紹
介
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

「
置
均
聡
盟
織
官
」
の
上
に
「
鯨
」
字
が
脱
落
し
て
い
る
こ
と
を
見
落
し
て
い
た
た
め
に
、

不
用
意
に
犯
し
た
誤
り
で
あ
っ

た
。

食
貨
志
は
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「
豚
」
字
を
脱
落
さ
せ
て
レ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、

し
た
が
っ

て
盟
銭
論
の
稔
官
は
卒
準
書
の
均
轍
盟
鍛
官
で
は
な
く
、
先
に
推
測
し
た
よ

う
に
卒
準
書
の
「
部
を
分
っ
て
郡
園
を
主
っ
た
大
農
部
丞
数
十
人
」
に
相
嘗
す
る
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
し
て
盟
観
論
の
記
録
は
、
卒
準
書

漢
書
地
理
志
に
見
え
る
均
聡
官
の
唯
一
の
注
記
例
が
千
乗
郡
治
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
卒
準
書
に
は
見
え
な
い
が
、
郡
に
均
稔
官
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
の
で
、
盟
甑
論
に
言
う
「
郡
の
職
官
」
は
、
均
稔
官
で
あ

の
よ
う
に
豚
に
は
及
ん
で
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、

り
、
或
は
「
均
」
字
の
股
落
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
後
漢
書
の
朱
陣
俸
に
尚
書
張
林
に
よ
る
瞳
の
専
買
制
と
均
職
法
復
活
の
上
言
が
あ
り
、

「
宜
し
く
交
祉

・
盆
州
の
上
計
の
吏
に
因

そ
の
利
を
牧
采
す
ベ
し
。
武
帝
の
時
の
所
調
均
職
な
る
者
な
り
一
と
あ
り
、
均
職
法
が
賦
銭
を
資
本
と
し
て
遠

方
の
珍
物

・
商
品
債
値
の
高
い
物
品
を
買
い
、
商
業
的
に
操
作
し
て
利
金
を
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
山
田
勝
芳
氏
の
前
記
の
見
解
の
根
擦

の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
な
お
右
の
記
録
に
関
連
し
て
、
筆
者
は
本
稿
の
冒
頭
で
自
己
紹
介
し
た
均
織
法
の
概
論
的
考
察
の
な
か
で
.
同
じ

り、

往
来
し
て
珍
賓
を
市
ひ
、

く
朱
瞭
俸
に
見
え
る
、
右
の
張
林
の
提
案
に
劃
す
る
朱
障
の
反
射
論
の
な
か
に
「
聾
利
官
に
蹄
せ
ば
則
は
ち
下
人
窮
怨
し
、
布
吊
租
と
漏
ら
ば



則
は
ち
吏
に
姦
盗
多
し
」
と
あ
る
部
分
を
不
用
意
に
引
用
し
て
こ
れ
を
張
林
の
提
案
の
な
か
の
「
瞳
は
食
の
念
な
る
者
、
貴
し
と
雄
も
人
ご
と

に
須
た
ざ
る
を
得
ず
。
官
自
ら
曹
ぐ
ベ
し
。
叉
宜
し
く
交
祉
・
盆
州
の
上
計
の
吏
に
因
り
て
往
来
し
珍
賓
を
市
ひ
て
其
の
利
を
牧
采
す
ベ
し
」

に
割
腹
さ
せ
た
結
果
と
し
て
、
こ
の
こ
と
は
均
鞍
法
に
よ
っ
て
貿
質
上
は
「
布
鳥
が
租
と
な
る
」
こ
と
を
示
す
も
の
だ
と
い
う
推
論
を
示
し
た

A
吋
ザ内

側
、
こ
れ
は
軽
率
な
誤
謬
で
あ
っ
た
。
朱
障
の
「
布
烏
租
と
漏
ら
ば
、
吏
に
姦
盗
多
し
」
と
い
う
語
は
、
張
林
の
「
穀
の
貴
き
所
以
は
鏡
賎
し

き
に
因
る
の
故
な
り
。
壷
く
銭
を
封
じ
、

一
に
布
自
巾
を
取
り
て
租
と
魚
し
、
以
っ
て
天
下
の
用
を
逼
ず
ベ
し
」
と
い
う
提
案
に
劃
す
る
反
割
論

と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
均
職
法
に
劃
す
る
反
射
論
の
語
で
は
な
い
し
、
均
職
法
と
は
闘
係
が
な
い
。
関
連
史
料
に
お

い
て
筆
者
の
お
か
し
た
誤
謬
を
認
め
た
上
で
論
を
準
め
る
と
し
て
、
問
題
は
均
聡
法
が
停
止
さ
れ
た
後
漢
時
代
に
入
っ
て
以
後
の
張
林
や
朱
輝

の
認
識
が
、
前
漢
の
均
職
法
の
内
容
を
正
確
に
停
え
て
い
る
か
ど
う
か
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
先
ず
気
附
か
れ
る
こ
と
の
一
つ
は
、
張
林
の

提
案
で
は
、

「
盆
州
・
交
祉
の
上
計
の
吏
に
因
り
L

と
な
っ
て
い
て
、
従
っ
て
彼
ら
上
計
の
吏
が
指
示
を
う
け
て
往
来
し
て
珍
賓
を
市
う
こ
と
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が
企
重
さ
れ
る
地
域
は
、
西
南
夷
お
よ
び
南
越
方
面
が
主
要
な
劉
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
と

民
族
が
漢
の
郡
勝
に
編
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
武
帝
の
西
南
夷
・
南
越
遠
征
を
契
機
と
し
、
卒
準
書
に
よ
れ
ば
、
「
番
馬
以
西
、
萄
の

南
に
至
る
者
に
初
郡
十
七
を
置
く
。
且
つ
其
の
故
俗
を
以
っ
て
治
め
、
賦
税
俳
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
嘗
初
は
税
賦
の
賦
課
は
な
か
っ
た
。
そ

の
後
税
賦
の
賦
課
が
始
ま
っ
た
と
し
て
も
、
内
容
・
様
式
と
も
に
一
般
内
郡
と
同
一
次
元
で
考
え
る
こ
と
は
遁
嘗
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
後
漢

時
代
に
入
っ
て
以
後
の
こ
と
に
廃
す
る
が
、
後
漢
書
の
西
南
夷
俸
に
、
新
附
の
哀
牢
夷
に
封
し
「
邑
豪
、
歳
ご
と
に
布
貫
頭
衣
二
領
、
盟
一
一
期

を
職
し
、
以
っ
て
常
賦
と
帰
す
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
措
置
と
著
る
し
く
異
っ
た
性
質
の
税
賦
が
こ
れ
ら
の
地
域
に
康
く
賦
課
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
考
え
難
い
。
そ
れ
は
更
に
後
代
の
戸
調
式
に
見
ら
れ
る
夷
人
・
遠
夷
に
劃
す
る
調
の
内
容
に
も
類
似
し
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
た
の
は
、
哀
牢
夷
に
関
し
て
は
こ
の
措
置
に
よ
り
「
夷
俗
之
に
安
ん
ず
」
と
あ
っ
て
統
治
が
安
定
し
た
と
俸
え
て
い
る

645 

貫
情
に
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

よ
う
に
、
漢
の
郡
勝
統
治
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
西
南
・
南
越
方
面
の
諸
民
族
の
多
く
が
、
漢
の
一
般
的
税
賦
を
賦
課
で
き
る
よ
う
な

例
え
ば
漢
銭
が
経
済
的
に
流
通
し
て
算
賦
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
な
事
情
に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
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し
、
卒
準
書

・
食
貨
志
が
「
故
俗
を
以
っ
て
治
む
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
固
有
の
共
同
盟
の
鐙
制
に
依
援
し
、
土
地
の
産
物
と
負
携
能
力
を
考

慮
し

「
口
巴
豪
」
に
課
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
ま
た
こ
れ
を
「
常
賦
と
粛
す
」
と
い
う
後
漢
時
代
の
京
牢
夷
に
劃
す
る
措

一
般
的
租
税
は
徴
牧
せ
ず
、
そ
れ
に
換
え
て
賦
課
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
漠
時
代
の
「
商
買
の
穂
販
す
る
所
の

も
の
を
以
っ
て
賦
と
矯
す
」
の
賦
の
意
味
も
、
先
に
賦
銭
を
牧
納
し
、
こ
れ
を
資
本
と
し
て
土
地
の
珍
物
を
購
入
し
て
上
納
さ
せ
る
こ
と
だ
と

す
る
前
記
山
田
氏
の
解
韓
は
、
例
え
ば
珍
物
の
多
い
盆
州

・
交
祉
方
面
の
よ
う
な
遠
方
の
郡
に
お
い
て
は
、
現
質
的
保
件
を
全
く
歓
如
し
、
前

漢
時
代
に
お
い
て
も
成
立
し
難
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
後
漢
の
哀
牢
夷
に
射
す
る
措
置
の
例
の
よ
う
に
、
賦
税
を
土
地
の
産
物
を
以
っ
て
代

置
の
意
味
や
内
容
は
、

替
す
る
こ
と
、
そ
の
賦
課
の
内
容
と
量
に
は
「
均
聡
」
に
通
ず
る
原
則
が
後
漢
時
代
か
ら
、
或
は
起
原
と
し
て
は
部
分
的
に
前
漢
の
一
定
の
時

そ
れ
が
菅
の
戸
調
式
の
夷
人
・
遠
夷
の
篠
項
に
見
え
る
よ
う
に
、
貌
菅
時
代
に
ま
で
及
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
三
園
時
代
の

孟
康
の
均
軟
に
つ
い
て
の
理
解
の
な
か
で
「
本
来
の
租
税
に
か
え
て
そ
の
土
地
の
鏡
か
な
も
の
を
職
せ
し
め
る
」
と
す
る
解
穫
が
生
れ
る
理
由

期
か
ら
始
ま
り
、

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
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張
林
は
、
交
祉

・
盆
州
方
面
を
基
地
と
し
て
珍
賀
を
市
い
、
そ
の
利
を
牧
采
す
る
こ
と
が
武
帝
時
代
の
レ
わ
ゆ
る
均
職
な
の
だ
と
言
い
、
張

林
に
反
論
す
る
朱
障
も
、
「
今
均
聡
の
法
、
買
販
と
異
る
無
し
」
と
述
べ
、
均
稔
を
遺
夷
か
ら
の
珍
品
の
購
入
と
商
業
的
操
作
と
す
る
理
解
は
ほ

ぼ
共
通
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
後
漢
時
代
の
理
解
は
正
確
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
卒
準
書
の
桑
弘
羊
の
奏
請
に
は

「遠
方
を
し

て
商
買
の
轄
販
す
る
所
の
も
の
を
以
っ
て
賦
と
魚
さ
し
む
」
と
あ
り
、
盟
鯨
論
の
桑
弘
羊
も
「
遠
方
の
貢
に
便
に
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
が
、
こ
の
時
の
均
戦
法
適
用
の
封
象
と
な
っ
た
遠
方
と
は
、
張
林
の
言
う
よ
う
な
珍
賓
を
産
出
す
る
遠
夷
居
住
地
帯
の
み
を
指
す
の
で
は

な
く
、

む
し
ろ
主
と
し
て
は
京
師
・
開
中
か
ら
離
れ
て
い
る
山
東
の
諸
郡
を
始
め
と
す
る
贋
い
一
般
的
な
地
域
を
指
し
て
い
た
と
考
え
る
。
均

職
法
で
、
各
郡

・
園
を
部
を
分
っ
て
捨
品
回
国
し
た
大
農
部
丞
数
十
人
と
い
う
数
字
は
そ
の
こ
と
を
明
白
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
叉
そ
の
よ
う
に

解
し
な
け
れ
ば
均
職
法
の
現
質
的
意
味
は
稀
薄
と
な
り
、
そ
の
質
施

・
運
用
が
大
き
な
政
治
的
問
題
に
も
な
り
得
な
い
。
盟
銭
論
で
文
皐
が
非

難
す
る
よ
う
な
均
軟
に
よ
っ
て
郡
園
の
多
く
が
布
紫
を
作
ら
せ
る
事
態
は
、
贋
く
山
東
の
諸
郡
に
護
生
し
た
事
情
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ



る
。
聾
鎮
論
雑
論
篇
に
よ
れ
ば
、
賢
良
は
茂
陵
の
唐
生
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
文
周
子
は
魯
の
高
生
と
あ
り
、
ま
た
中
山
の
劉
子

落
、
九
江
の
祝
生
な
ど
桑
弘
羊
に
劃
し
て
鋭
利
な
批
判
を
展
開
し
た
論
客
が
山
東
の
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
従
っ
て
魯
・
中
山
・

九
江
な
ど
山
東
の
諸
地
域
に
お
い
て
均
職
法
施
行
の
結
果
と
し
て
現
買
に
護
生
し
た
新
事
態
に
つ
い
て
の
巌
し
い
論
難
を
見
る
の
で
あ
り
、
そ

こ
に
均
職
法
の
内
容
が
具
鐙
的
に
反
映
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
し
か
し
ま
た
西
南
・
南
越
等
の
諸
地
域
で
、
郡
鯨
の
設
置
以
後
、

来
し
て
珍
賓
を
市
ひ
、
そ
の
利
を
牧
采
」
す
る
こ
と
は
、
比
較
的
早
い
時
期
、
お
そ
ら
く
均
職
・
卒
準
施
行
の
時
期
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
桑
弘
羊
は
盟
織
論
力
耕
篇
で
遠
夷
の
珍
賓
と
そ
の
交
易
に
積
極
的
な
関
心
を
示
し
て
お
り
、
嘗
時
の
職
入
品
の
う
ち
力
耕
篇
や
通

有
篇
に
見
え
る
壁
玉
・
珊
瑚
・
瑠
璃
・
珠
磯
・
犀
・
象
な
ど
は
西
南
・
南
越
方
面
か
ら
の
財
貨
を
含
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
購
入
の

方
法
は
先
に
も
鯛
れ
た
よ
う
に
そ
の
地
の
賦
銭
を
責
本
と
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
桑
弘
羊
は
力
耕
篇
で
「
汝
漢
の
金
、
織
徴
の
貢

は
外
園
を
誘
ひ
、
胡
尭
の
賓
を
釣
る
所
以
な
り
。
夫
れ
中
園
一
端
の
綬
は
旬
奴
累
金
の
物
を
得
」
と
述
べ
て
い
て
、
外
園
・
遠
夷
と
の
交
易
の 往

れ
る
交
易
用
の
財
貨
の
主
要
な
も
の
は
絹
で
あ
り
、
こ
れ
は
む
し
ろ
均
職
法
の
成
果
で
あ
る
「
均
職
の
鳥
」
か
ら
の
支
出
を
含
ん
で
い
た
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
が
「
往
来
し
て
珍
賓
を
市
う
」
の
内
容
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
朱
障
が
言
う
よ
う
に
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主
要
な
形
の
一
つ
は
物
物
交
換
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
そ
し
て
「
織
微
の
貢
」
、
「
一
端
の
綬
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
、
中
園
か
ら
持
ち
出
さ

「
買
販
」
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
法
制
的
匡
分
で
は
「
卒
準
」
の
分
野
で
は
な
か
ろ
う
か
。
史
記
卒
準
書
の
末
尾
で
司

馬
遷
は
桑
弘
羊
を
非
難
す
る
卜
式
の
言
を
載
せ
、
「
鯨
官
は
嘗
に
租
に
食
ひ
税
に
衣
る
べ
き
の
み
。
今
、
弘
羊
、
吏
を
し
て
市
列
擦
に
坐
し
て
、

物
を
販
ぎ
て
利
を
求
め
し
む
。

弘
羊
を
亨
ば
天
乃
は
ち
雨
ふ
ら
ん
」
こ
れ
は
朱
障
に
よ
る
張
林
の
均
職
法
提
案
に
劃
す
る
非
難
と

共
通
す
る
内
容
と
調
子
で
あ
る
。
右
の
ト
式
の
言
は
、
卒
準
書
に
お
け
る
司
馬
遷
の
結
語
に
相
嘗
す
る
と
言
っ
て
よ
い
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
結
語
で
終
え
た
記
録
を
司
馬
蓮
は
卒
準
書
と
名
づ
け
た
。
卜
式
の
非
難
の
封
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
桑
弘
羊
が
「
貴

と
あ
り
、
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け
れ
ば
即
は
ち
之
を
買
り
、
賎
け
れ
ば
則
は
ち
之
を
買
ふ
」
と
奏
請
し
た
卒
準
法
の
運
営
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
た
事
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ

ぼ
明
ら
か
で
あ
り
、
司
馬
蓮
の
卒
準
法
に
射
す
る
評
債
は
、
卜
式
に
共
通
す
る
内
容
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
漢
の
張
林
と
朱
障
の
認
識
に
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は
、
均
聡
と
卒
準
の
混
同
が
あ
っ
て
、
卜
式
や
司
馬
遷
が
卒
準
と
認
め
た
も
の
を
、
彼
ら
は
均
聡
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い

が
持
た
れ
る
。
漢
書
百
官
公
卿
表
は
、
均
職
令
と
卒
準
令
と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
組
織
を
も
っ
下
部
機
関
と
し
て
大
農
に
直
属
し
た
こ
と
を
記

録
し
て
お
り
、
従
っ
て
均
職
と
卒
準
と
は
、
法
制
的

・
行
政
的
に
は
区
別
さ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
「
貴
け
れ
ば
貰
り
、
賎
け
れ
ば
買

の
貨
物
を
寵
す
」
と
卒
準
書
が
記
録
し
、

う
」
と
卒
準
蓄
や
盟
鍛
論
が
停
え
る
卒
準
法
の
基
本
的
機
能
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
都
ベ
て
天
下
の
委
織
を
受
く
」
、
「
壷
く
天
下

「
委
府
を
京
に
聞
き
、
以
っ
て
貨
物
を
龍
す
」
と
盟
織
論
も
俸
え
る
卒
準
法
運
営
の
た
め
の
基
盤
と

な
る
目
標
が
、
均
験
法
と
全
く
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
雨
語
の
混
用
が
そ
こ
か
ら
護
生
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
検
討
す
る
徐
裕
が
な
い
が
、
す
で
に
盟
銭
論
の
論
議
に
は
、
均
職
と
卒
準
を
含
め
て
均
織
と
呼
稽
し
て
い
る
と
解
画
押
さ

れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
張
林
と
朱
障
の
語
法
も
、
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
生
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
、
孟
康
の
均
織
に
関
す
る
注
解
も
そ
の
線
上
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
宮
崎
市
定
氏
は
三
闘
志
の
杜
恕
傍
注
に
引
く
貌
略
の
孟
康
博
を
紹
介

A
M
守

し
て
、
孟
康
の
解
轄
の
飲
陥
と
も
言
う
べ
き
限
界
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
同
感
で
あ
る
が
、
均
織
に
つ
い
て
の
彼
の
解
穫
の
生
れ
た
理
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由
は
右
に
指
摘
し
た
よ
う
な
二
黙
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た

一
面
右
の
理
由
に
よ
り
、
均
聡
と
卒
準
の
行
政
的
・
法
制
的
な
排
別
の
み
に
よ

つ
て
は
、
両
者
の
よ
り
根
本
的
な
解
明
に
限
界
が
生
ず
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
改
め
て
卒
準
法
を
問
題
と
し
て
、
こ
の
面
か
ら
均
聡
法

へ
の
接
近
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
他
日
の
機
舎
を
得
た
い
。

註ω
拙
稿
「
均
総
・
卒
準
と
臨
銭
専
寅
」
(
岩
波
講
座
『
世
界
歴
史
』

4
)

ω
吉
田
虎
雄
「
雨
漢
租
税
の
研
究
』
第
九
節
、
附
「
商
業
官
営
」

ω
王
側
面
印

『艶
餓
論
札
記
』

川
刊
王
利
探
『
盤
織
論
校
注
』

仰
山
田
勝
芳
氏
は
最
近
の
労
作
「
均
輪
卒
準
と
桑
弘
羊
|
|
中
園
古
代
に

お
け
る
財
政
と
商
業
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
四
O
1一一
一
〉
に
お
い
て
、

筆
者
が
本
文
で
引
用
し
て
論
撲
の
一
つ
と
し
て
い
る
後
漢
書
劉
盆
子
列
俸

の
李
賢
注
に
引
用
さ
れ
る
堕
銭
論
の
「
郡
圏
諸
侯
、
各
以
其
方
物
魚
貢
輪
、

往
来
、
物
多
背
窓
、
不
償
其
費
。
故
郡
図
盤
戦
官
、
以
相
紹
運
。
故
臼
均

輪
」
は
、
問
題
が
多
く
、
綴
漢
書
百
官
志
三
大
司
由
民
僚
の
梁
の
劉
昭
注
引

の
も
の
、
及
び
底
の
杜
佑
の
通
典
単
位
一
一

一件
準
引
用
の
も
の
と
比
較
す
る

と
、
劉
昭
注

・
通
典
は
基
本
的
に
現
行
堕
餓
論
と
一
致
し
、
李
賢
注
の
も
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の
だ
け
が
、
「
方
物
」
・
「
往
来
」

・
「
郡
園
」
・
「
紹
」
と
異
同
が
大
き
く
、

そ
れ
に
依
接
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
し
て
更
に
注
帥
に
お

い
て
、
醸
織
論
の
「
故
郡
置
輪
官
」
と
は
、

蛍
初
、
直
轄
郡
に
の
み
均
輪

官
を
置
い
た
こ
と
を
示
し
、
こ
れ
を
「
郡
園
」
と
改
め
る
べ
き
で
は
な
い

と
さ
れ
、
あ
た
か
も
こ
の
認
識
を
も
っ

て
李
賢
注
所
引
堕
銭
論
の
よ
る
べ

か
ら
ざ
る
こ
と
の
論
鎌
と
も
さ
れ
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
前
者
の

山
田
氏
が
本
文
の
方
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
摘
出
銭
論
の
潟
本
に

一

定
の
時
期
に
二
つ
の
も
の
が
生
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
李
賢
注
所
引
本
の
「
往
来
」
・
「
紹
」
の
部
分
の
問
題
で
直
ち
に
筆
者

の
引
用
部
分
が
よ
る
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
で
あ
る
と
は
必
ら
ず
し
も
断

定
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
二
の
李
賢
注
所
引
本
の
「
郡
園
」

の
語
に
関
す
る
山
田
氏
の
論
述
に
つ
い
て
は
異
論
が
あ
る
。
山
田
氏
が
均

轍
に
関
し
て
終
始
決
定
的
に
重
要
な
史
料
と
さ
れ
る
里
記
卒
準
奮
の
均

輪

・
卒
準
施
行
の
要
請
文
は
、
筆
者
が
本
文
で
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
「
乃
請
置
大
農
部
丞
数
十
人
、
分
部
主
郡
園
」
と
あ
っ
て
、
明
白
に

郡
園
を
部
を
分
っ
て
主
管
す
る
大
農
丞
数
十
人
を
置
く
こ
と
を
提
案
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
均
輸
法
の
封
象
が
直
結
郡
だ
け
で
な
く
、
嘗
初
か
ら

郡
と
共
に
閣
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

筆
者
も
均
輸

の
現
貧
の
運
営
は
郡
を
主
と
し
た
と
考
え
る
が
、
卒
準
書
が
明
白
に

「郡

閣
を
主
さ
ど
ら
し
む
」
と
記
述
し
て
い
る
園
を
全
く
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
る
。
史
記
を
ほ
ぼ
忠
貨
に
踏
襲
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
漢

書
食
貨
志
で
も
こ
の
部
分
は
「
主
郡
圏
」
と
な
っ
て
い
て
問
題
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
郡
に
匹
敵
す
る
諸
侯
王
園
に
均
輸
が
適
用
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

数
十
人
と
い
う
数
字
も
不
自
然
で
は
な
い
と
考
え
る
。
筆
者
は
本
文
で
、

卒
準
書
の
「
大
農
部
丞
数
十
人
」
が
、
或
は
堕
銭
論
の
「
輪
官
」
と
な
っ

て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
論
を
試
み
て
い
る

d

こ
の
推
論
自
腫

に
は
批
剣
、
異
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
筆
者
は
、
少
く
も
繭
者
は

全
く
無
関
係
で
は
な
く
、
一
定
の
連
績
的
封
際
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
。

史
記
を
特
別
に
重
視
す
べ
き
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
ま
た
こ
の
こ
と
に
関
連

し
て
筆
者
の
史
料
批
剣
に
封
す
る
否
定
的
批
判
を
も
行
っ
て
お
ら
れ
る
山

田
氏
は
、
ど
の
よ
う
な
具
種
的
な
記
録
と
事
賓
の
根
援
に
も
と
づ
い
て
、

蛍
初
は
均
輪
官
が
直
轄
郡
に
の
み
設
置
さ
れ
た
と
主
張
さ
れ
、
ま
た
そ
の

主
張
か
ら
現
行
本
穣
銭
論
の
「
郡
置
輪
官
」
を
正
し
い
と
さ
れ
、
李
賢
注

所
引
本
に

「郡
園
置
輪
官
」
と
あ
る
の
は
正
し
く
な
い
と
断
定
さ
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
「
数
十
人
の
大
農
部
丞
が
、
部
を
分
っ
て
郡

園
を
主
さ
ど
っ
た
」
と
他
な
ら
ぬ
卒
準
書
が
明
記
す
る
郡
園
を
ど
の
よ
う

に
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
は
こ
の
郡
園
は
現
行
本
盤
織
論
に
よ
っ

て
郡
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
李
賢
注
所
引
援
織
論
に
「
郡

園
」
と
あ
る
の
は
、
卒
準
書
に
お
い
て
均
織
法
が
蛍
初
か
ら
郡
闘
を
封
象

と
し
た
こ
と
を
述
べ
た
こ
と
に
制
割
腹
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
李

賢
注
所
引
本
に
も
正
し
さ
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

制
吉
田
虎
雄
前
掲
書
第
十
節
「
貢
献
」

的

山

田

勝
芳
「
漢
代
財
政
制
度
努
革
の
経
済
的
要
因

に
つ
い
て
」
注
U

(『集
刊
東
洋
皐
』
引
む

制
拙
稿
「
堕
餓
論
に
つ
い
て
」
(
『
福
井
大
皐
皐
豪
閣
学
部
紀
要

E
社
舎
科

皐』

4
)

同
筆
者
は
数
皐
に
は
徹
底
的
に
弱
い
の
で
、
九
章
算
術
の
理
解
に
は
、
大

矢
員
一
書
「
九
章
算
術
」
(
薮
内
清
編
集
『
中
園
の
科
皐
』
)
、
川
原
秀
城

誇
「
劉
徽
註
九
章
算
術
」
(
『
中
園
天
文
拳

・
数
皐
集
』
〉
爾
者
の
誇
註
に

全
面
的
に
依
接
し
た
。

- 27ー
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帥
加
藤
繁
誇
註
『
史
記
卒
準
書
・
漢
書
食
貨
志
』

ω
拙
稿
「
堕
鍛
専
寅
制
施
行
の
時
期
そ
の
他
雑
考
」

(『福
井
大
間
半
島
十
惑
皐

部
紀
要
国
社
舎
利
縄
平
』
日
〉
に
お
い
て
、
筆
者
は
こ
の
「
郡
置
総
官
」
を
、

卒
準
書
の

「
往
往
豚
置
均
給
臨
鍛
官
」

と
針
隠
さ
せ
、
共
通
の
こ
と
の
記

述
と
考
え
、
「
輪
官
」
即
「
均
輪
堕
餓
官
」
と
し
て
考
察
を
試
み
た
が
、

こ
れ
は
盤
鍛
論
で
は
「
郡
」
、
卒
準
醤
で
は
「
際
」
と
あ
る
の
を
見
落
し

た
誤
謬
で
あ
っ
た
。
本
文
二
二
頁
多
照
。

M
W

拙
稿
「
前
漢
朝
の
堕
の
専
貰
制
」
同
〈
『
史
皐
雑
誌』

万
l
ロ
)

M
W

佐
藤
武
敏
「
中
園
古
代
の
製
盟
業
」
(
向
者

「中
園
古
代
工
業
史
の
研

究』〉

同
前
掲
拙
稿
「
堕
鍛
専
資
制
施
行
の
時
期
そ
の
他
雑
考
」

同
前
掲
拙
稿
「
均
輪
・
卒
準
と
堕
鍛
専
賀
」

制
宮
崎
市
定
「
史
記
貨
殖
偉
物
債
考
設
」
(
向
者
『
ア
ジ
ア
史
論
考
』
中

巻
〉

〔
補
論
〕
本
稿
を
東
洋
史
研
究
舎
に
投
稿
後
に
刊
行
さ
れ
た
本
誌
の
前
放

に
あ
た
る
『
東
洋
史
研
究
』
四

O
|一
二
続
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
山
田
勝
芳
氏

の
論
文
は
、
本
稿
で
も
自
己
紹
介
し
て
い
る
筆
者
の
奮
稿
に
劃
し
て
二
度

目
の
批
剣
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
批
剣
の
一
部
に
註
同
に
紹
介
し
た
批
剣
が

あ
る
が
、
そ
の
批
判
の
劉
象
と
な
っ
て
い
る
李
賢
注
所
引
の
堕
銭
論
は
、

本
稿
で
も
論
援
の
一
つ
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
註
同
は
山
田
氏
の
批
剣
に

刑
判
す
る
、
筆
者
の
論
援
の
一
つ
を
補
充
説
明
し
た
も
の
に
は
他
な
ら
な
い

け
れ
ど
も
、
こ
の
註
伺
の
内
容
に
関
す
る
限
り
、
山
田
新
論
文
を
讃
ん
で
新

ら
し
い
意
見
を
追
加
し
て
補
強
と
鰐
明
を
試
み
た
も
の
で
は
な
く
、
本
文
が

示
し
て
い
る
よ
う
に
、
投
稿
し
た
木
文
の
記
述
か
ら
の
抽
出
に
よ
り
、
そ

れ
を
展
開
し
て
得
ら
れ
る
も
の
を
、
山
田
氏
の
批
剣
に
封
置
し
た
も
の
に

他
な
ら
な
い
。
山
田
氏
の
労
作
お
よ
び
拙
稿
の
内
容
が
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
山
田
氏
も
筆
者
も
、
同
じ
場
で
は
あ
る
が
時
間
的
に
は
ず
れ
て
、
奮
稿

を
相
互
に
批
判
刊
す
る
と
い
う
形
と
な
り
、
論
争
と
し
て
は
や
や
し
ま
ら
な
い

感
が
あ
る
が
、

全
く
偶
然
の
産
物
で
あ
っ
て
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

拙
稿
の
公
表
を
延
期
し
、
山
田
氏
の
新
論
文
に
封
し
て
も
あ
ら
た
め
て
全
面

的
な
批
判
を
試
み
る
方
法
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
山
田
氏
は
筆
者
の
哲
稿
に

制
到
す
る
か
つ
て
の
批
剣
は
基
本
的
に
は
縫
っ
て
い
な
い
と
明
記
さ
れ
、
そ
の

設
展
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
わ
ば
第
一
段
階
の
批
剣
に
劉
す
る
筆

者
の
意
見
の
表
明
を
本
稿
の
一
部
と
し
て
了
え
て
お
く
こ
と
は
、
以
後
の
討

論
に
と
っ
て
も
全
く
無
意
味
で
は
な
い
と
考
え
る
。
本
稿
の

一
章
と
二
章

は
、
木
文
で
も
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
筆
者
が
か
つ
て
、
公
表
し
た
概
説

的
見
解
を
多
少
な
り
と
も
根
嬢

e

つ
け
て
お
く
責
任
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
て
執

筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
山
田
氏
の
再
度
の
批
剣
は
嘗
然
本
稿
の

一
・
二
章
に
も
適
用
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
山
田
氏
の
新
論
文
に
よ

り
、
山
田
氏
が
影
山
の
設
の
成
立
し
難
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
書
い

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
氏
の
批
判
刊
が
筆
者
の
見
解
を
論
破
し
重
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
本
稿
の
一
・
二
章
は
否
定
的
批
判
の
資
料
提
出
以
上
の
意
味
は
な

く
な
り
、
貴
重
な
誌
面
を
無
駄
な
も
の
に
費
す
こ
と
に
な
る
こ
と
を
怖
れ
る

が
、
筆
者
と
し
て
も
薄
弱
な
論
擦
に
も
と
づ
く
推
論
に
今
な
お
多
少
の
未
練

は
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
文
か
ら
の
抽
出
に
も
と
づ
く
註
伺
の
記
述
以
外

は
、
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
編
集
委
員
舎
に
あ
ら
た
め
て
要
請
し

た
。
し
か
し
本
稿
執
筆
に
お
け
る
筆
者
の
主
要
な
意
図
は
、
一
-
一
一
章
で
考

察
を
加
え
た
均
総
の
寅
情
は
均
輪
法
運
営
の
な
か
で
現
わ
れ
た
一
つ
の
局
面

に
他
な
ら
な
い
と
し
、
均
輪
法
の
内
容
を
九
章
算
術
そ
の
他
の
史
料
で
と
ら
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え
な
お
す
と
共
に
、
そ
れ
を
必
要
と
し
た
中
園
古
代
帝
園
の
嘗
時
の
財
政
が

嘗
面
し
た
事
情
を
、
中
央
財
政
に
現
わ
れ
る
枚
支
の
問
題
と
し
て
の
み
で
な

く
、
よ
り
構
造
的
に
、
そ
し
て
事
情
の
急
激
で
か
つ
深
刻
な
第
化
の
過
程
に

お
い
て
把
え
る
こ
と
に
よ
り
、
均
品
輸
法
の
-
内
容
が
よ
り
明
快
な
も
の
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
す
る
試
み
に
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
な
か
で
、
均
給
と

卒
準
と
を
法
制
的
・
制
度
的
側
面
に
お
い
て
は
可
能
な
か
ぎ
り
窮
屈
に
燐
別

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
均
織
法
の
内
容
と
そ
の
性
格
が
よ
り
明
快
に
な
ろ
う

と
想
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
結
果
と
し
て
、
均
総
の
こ
の
側

面
の
考
察
は
、
均
輪
か
ら
商
業
的
要
素
を
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
除
去

し
た
俵
設
と
な
り
試
論
と
な
っ
た
。
こ
の
試
論
に
多
少
と
も
嘗
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
批
剣
と
検
鐙
に
ま
つ
他
は
な
い

が
、
山
田
氏
の
見
解
と
の
閲
に
は
な
お
大
き
な
隔
り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

蛍
面
筆
者
に
と
っ
て
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
場
で
山
田
氏
の
論
文

に
あ
れ
こ
れ
の
意
見
を
と
り
急
い
で
述
べ
て
お
く
こ
と
で
は
な
く
、
意
見
の

相
違
の
よ
っ
て
来
る
と
こ
ろ
を
少
し
で
も
考
え
て
お
き
、
基
本
的
な
問
題
黙

を
整
理
し
て
お
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
考
察
が
い
き
な
り

煩
墳
な
迷
路
に
入
り
込
み
、
論
議
を
不
毛
な
も
の
と
す
る
こ
と
か
ら
少
し
は

廻
避
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
意
見
の
相
違
の
分
岐
貼

は
、
中
園
古
代
の
商
業
、
お
よ
び
そ
の
古
代
商
業
と
古
代
圏
家
と
の
関
係
を

ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
把
え
る
か
と
い
う
問
題
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
中
園
古
代
商
業
と
そ
の
商
人
資
本
は
、
前
近
代
社
舎
の
商
業
と
商
人
の

一
つ
と
し
て
、
こ
れ
を
資
本
の
運
動
の
油
価
過
程
の
な
か
で

一
定
の
分
離

・
濁

立
性
を
賞
現
し
、
そ
し
て
そ
の
中
で
の
流
通
過
程
に
お
い
て
、
生
産
過
程
か

ら
生
れ
る
剰
除
債
値
の
分
輿
に
あ
ず
か
る
資
本
主
義
下
の
商
業
と
商
業
資
本

と
は
、
歴
史
的
性
格
の
異
る
も
の
と
し
て
常
に
殿
密
に
区
別
し
て
考
察
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
筆
者
の
個
人
的

見
解
に
は
属
さ
な
い
、
そ
し
て
高
度
に
理
論
上
の
認
識
の
問
題
で
も
あ
る
が
、

筆
者
が
少
し
ば
か
り
試
み
た
中
園
古
代
商
業
の
歴
史
的
役
割
、
位
置
づ
け
と

そ
の
性
格
等
に
つ
い
て
の
考
察
の
起
貼
は
、
要
約
す
れ
ば
古
代
商
業
に
つ
い

て
の
こ
の
よ
う
な
認
識
か
ら
生
れ
た
関
心
に
あ
る
。
中
関
古
代
商
業
を
他
な

ら
ぬ
中
園
古
代
社
舎
の
歴
史
的
過
程
の
中
で
の
商
業
と
し
て
具
盤
的
に
考
察

を
進
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
先
ず
中
園
古
代
商
業
を
生
み
出
し
た
も
の
は
中
園

古
代
社
舎
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
基
本
的
に
は
中
園
古
代

社
舎
の
設
展
が
常
に
中
園
古
代
商
業
の
護
展
を
規
定
す
る
の
で
あ
っ
て
、
決

し
て
そ
の
逆
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
専
制
的
燈
制
を
す
み
ず
み
に
ま
で
浸

透
さ
せ
る
こ
と
を
中
心
向
す
る
統
一
的
官
僚
図
家
が
、
そ
の
よ
う
な
鐙
制
を
基

盤
と
し
、
そ
の
過
程
の
中
か
ら
生
れ
な
が
ら
、
一
皇
成
立
す
れ
ば
、
相
封
的

な
濁
立
性
を
獲
得
し
て
ま
た
本
来
的
に
流
動
的
で
制
度
外
的
な
傾
向
の
あ
る

商
業
と
商
人
を
、
ど
の
よ
う
に
把
慢
し
て
そ
の
鐙
制
内
に
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
た
か
、
ど
こ
ま
で
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
か
、
そ
こ
か
ら
愛
生
す
る

雨
者
の
閲
の
緊
張
関
係
は
ど
の
よ
う
な
具
盤
的
な
経
過
を
辿
っ
た
か
と
い
う

こ
と
、
総
じ
て
中
園
古
代
商
業
史
を
特
徴

ε

つ
け
る
特
色
、
個
性
的
と
言
う
べ

き
問
題
が
先
ず
嘗
面
す
る
課
題
で
あ
り
、
そ
し
て
均
輪
や
、
特
に
ま
た
古
代

商
業
と
密
着
し
て
考
察
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
卒
準
に
つ
い
て
の
筆
者

の
関
心
も
、
右
の
課
題
に
関
連
す
る
。
右
の
よ
う
な
古
代
商
業
と
古
代
園
家

と
の
関
係
、
特
に
専
制
権
力
・
そ
の
官
僚
制
的
行
政
と
商
業
と
の
関
係
の
問

題
の
考
察
に
お
い
て
、
常
に
筆
者
の
頭
か
ら
離
れ
ず
、
か
つ
考
察
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
来
た
こ
と
の
一
つ
は
、
商
業
と
そ
の
基
底
に
あ
る
商
品
流
通

ー
ー
そ
の
場
が
古
代
社
曾
に
お
い
て
は
常
に
そ
の
全
一凶
で
は
な
く
て
限
ら
れ

た
世
界
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
商
品
流
通
や
商
業
、
商
人
が
決
定
的
に
古
代
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社
禽
の
歴
史
的
設
展
を
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
今
一
つ
の
重
要

な
貼
で
あ
る
が
ー
ー
を
貫
く
も
の
は
僚
値
法
則
以
外
に
は
な
く
、
こ
の
債
値

法
則
を
例
え
ば
い
か
に
強
力
で
組
織
的
な
専
制
権
力
と
い
え
ど
も
自
由
に
動

か
し
操
作
し
、
同
炭
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
狭
く
限
定
さ
れ
て
は
い
て

も
商
品
流
通
の
場
に
経
済
外
的
な
力
は
及
び
得
な
い
と
い
う
固
有
の
性
質
で

あ
る
。
以
下
は
均
輪
法
と
共
に
、
本
文
の
末
尾
で
考
察
を
進
め
て
い
る
こ
と
を

告
げ
た
卒
準
法
と
の
関
連
に
お
い
て
も
問
題
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

筆
者
は
園
家
権
力

・
そ
の

官
僚
的
行
政
が
商
品
流
通
や
商
業
を
有
数
に
そ

し
て
常
に
図
家
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
よ
う
に
管
理
し
操
作
し
て
、
そ
こ
か

ら
安
定
し
て
牧
盆
を
貿
現
す
る
こ
と
は
、
一
つ
の
政
治
的
理
論
と
し
て
そ
の

よ
う
な
主
張
が
夜
生
し
た
こ
と
は
首
然
の
こ
と
と
し
て
認
め
、
か
っ
そ
の
内

容
に
闘
心
も
持
つ
が
、
主
張
自
魁
は
元
来
背
理
で
あ
り
、
安
践
的
に
は
破
産

せ
ざ
る
を
得
な
い
空
想
的
な
理
論
で
あ
っ
て
、
現
寅
の
行
政
に
お
い
て
は
質

現
し
得
な
い
こ
と
と
考
え
る
。
園
家
は
貨
幣
鋳
造
を
濁
占
し
、
貨
幣
を
改
鋳

す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
権
力
が
寅
現
し
管
理
し
得
た
の
は
こ
こ
ま
で

で
あ
っ
て
、
流
通
に
投
入
さ
れ
た
通
貨
は
園
家
の
意
志

・
希
望
と
は
む
し
ろ

逆
に
運
動
し
た
。
武
帝
の
治
世
の
上
林
三
官
に
よ
る
五
録
銭
鋳
造
以
前
の
通

貨
政
策
は
そ
の
明
歪
で
あ
る
。
盤
餓
の
事
費
制
で
こ
れ
ら
の
商
品
を
完
全
に

濁
占
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
や
は
り
こ
こ
ま
で
で
あ
っ
て
、
流
遁
販

寅
の
全
過
程
で
は
質
問
貝
で
き
る
品
質
の
商
品
が
質
問
頁
で
き
る
債
格
で
流
通

し
、
そ
の
限
り
で
官
僚
的
販
賓
の
枚
盆
が
園
家
の
も
の
と
な
っ
た
が
、
商
品

流
通
自
陸
を
自
由
に
管
理

・
操
作
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
そ
の
よ
う
な

商
品
取
引
的
な
計
蜜
は
現
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
、
専
賓
制
の
安
定
と
維
持

の
要
因
の
一
つ
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
均
輸
を
以
っ
て
騨
銭
を
調
す
る
」

も
、
均
職
法
で
食
脳
血
と
鍛
器
の
通
濯
を
調
整
し
閤
滑
に
し
た
こ
と
以
上
の
措

置
で
は
な
く
、
産
地
と
消
費
地
と
の
問
の
商
品
操
作
で
枚
入
の
抜
大
を
企
図

し
た
と
は
解
さ
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
構
想
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
元
鼎

六
年
の
時
黙
で
専
資
制
は
混
飢
し
、
そ
の
維
持
を
困
難
に
し
た
で
あ
ろ
う
。

漢
代
を
中
心
と
し
た
中
閣
古
代
社
舎
に
お
い
て
、
商
人
は
莫
大
な
富
を
獲
得

し
た
。
園
家
が
同
じ
性
質
の
富
の
賀
現
を
構
想
し
、
ま
た
そ
の
理
論
・
主
張

が
生
み
出
さ
れ
る
の
は
必
然
的
で
あ
る
。
し
か
し
近
代
商
業
が
基
本
的
に
は

等
償
交
換
の
過
程
に
お
い
て
資
本
の
生
産
過
程
か
ら
版
取
さ
れ
た
剰
徐
債
値

の
一
定
部
分
の
分
輿
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
利
潤
を
寅
現
す
る
の

に
射
し
て
、
古
代
商
業
の
利
潤
は
基
本
的
に
は
不
等
僚
交
換
に
も
と
づ
く
も

の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
古
代
商
人
の
嬰
得
し
た
「
附
加
債
値
」
な
る
も
の

は
、
寅
は
相
手
側
の
富
の
滅
失
に
お
い
て
寅
現
し
、
彼
ら
相
互
の
全
践
に
お

い
て
、
そ
し
て
祉
禽
総
鐙
と
し
て
は
富
の
泊
殖
は
零
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ

の
よ
う
な
場
で
の
厳
し
い
競
争
の
場
で
、
商
人
は
大
き
な
富
を
手
に
入
れ
た

が
、
そ
の
反
面
は
他
の
商
人
の
急
激
な
複
落
で
あ
り
、
彼
ら
の
交
代
の
過
程

は
史
記
と
漢
書
の
貨
殖
停
で
具
鐙
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

商
品
流
通
と
商
業
の
場
で
も
、
園
家
だ
け
は
常
に
有
数
に
安
定
し
て
商
品
流

逼
を
操
作
し
て
「
附
加
債
値
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
常
に
頁
寅
・

商
品
取
引
の
相
手
側
に
は
商
業
的
減
損
を
輿
え
績
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
篠
件
が
現
寅
的
な
も
の
と
し
て
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
か
。
卒
準
は
商
品
流
通
を
園
家
に
都
合
よ
く
管
理
し
、
物
債
を
調
整

し
、
そ
し
て
商
業
的
利
盆
を
も
目
的
と
し
た
。
「
貴
け
れ
ば

す
な
わ
ち
頁

り
、
賎
け
れ
ば
す
な
わ
ち
買
う
」
と
い
う
こ
と
が
卒
準
法
の
主
要
な
企
登
で

あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
賀
施
に
う
つ
し
た
そ
の
日
か
ら
、
「
寅
ら
ん
と
す

れ
ば
す
な
わ
ち
賎
く
、
買
わ
ん
と
す
れ
ば
す
な
わ
ち
貴
し
」
と
い
う
事
態
を

避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
商
業
の
場
で
は
、
無
能
な
商
人
に
し
て
も
、
且
収
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も
有
能
な
行
政
官
よ
り
も
有
能
で
あ
り
、
そ
れ
が
商
業
で
あ
ろ
う
。
曲
想
織
の

専
頁
制
で
は
、
山
富
然
の
こ
と
な
が
ら
も
と
の
堕
餓
家
を
携
蛍
者
と
し
て
大
量

に
官
吏
と
し
て
採
用
す
る
周
到
な
用
意
が
な
さ
れ
て
い
る
。
均
輪
と
卒
準
の

施
行
に
際
し
て
は
そ
の
よ
う
な
措
置
の
採
ら
れ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
こ

れ
が
卒
準
法
の
嘗
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
情
で
あ
る
。
卒
準
法
で

寅
現
し
得
た
こ
と
は
、
市
に
設
置
さ
れ
た
政
府
直
径
の
も
し
く
は
直
営
的
管

理
下
の
小
頁
販
賓
庖
で
捲
嘗
官
吏
が
坐
し
、
官
用
に
支
出
な
い
し
消
費
に

あ
て
た
も
の
を
除
く
政
府
手
持
ち
の
商
品
の
販
買
に
従
事
し
、
そ
の
、
お
そ

ら
く
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
と
は
途
に
な
り
得
な
か
っ
た
枚
盆
は
園
庫
の
も

の
と
な
っ
た
程
度
の
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
財
政
的
数
用
に
は
限
界
が

あ
り
、
そ
れ
以
上
の
商
品
流
通
自
鐙
の
有
数
な
管
理
が
、
構
想
ど
お
り
大
き

な
枚
盆
を
も
た
ら
し
な
が
ら
賀
現
し
た
と
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
や

準
法
よ
り
後
代
に
出
設
し
た
秋
欝
自
国
の
常
卒
倉
は
財
貨
を
穀
物
に
限
定
し
た

が
、
事
態
は
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
っ
て
、
設
置
と
殆
ん
ど
同
時
に
、
そ
れ

は
「
常
卒
」
と
は
別
の
機
能
を
果
す
機
関
に
描
開
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
地

域
聞
の
取
引

・
商
品
流
通
の
操
作
と
管
理
に
し
て
も
事
情
は
共
通
で
あ
ろ

う
。
財
貨
の
買
い
上
げ
・
集
荷
の
段
階
で
も
、
他
へ
の
綿
貫
の
段
階
で
も
、

俊
敏
で
商
機
に
は
大
胞
な
商
人
の
先
廻
り
に
よ
る
債
格
の
騰
貴
と
崩
落
で
、

行
政
官
僚
側
の
計
査
の
挫
折
は
避
け
ら
れ
な
い
。
賀
行
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

必
ら
ず
渡
生
せ
ざ
る
を
得
な
い
失
敗
の
責
任
を
追
求
さ
れ
て
捻
蛍
官
吏
が
窮

地
に
陥
る
事
態
が
各
地
で
連
績
し
て
義
生
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
多
額
の
損

害
を
奥
え
た
官
吏
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
事
件
が
愛
生
し
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
均
総
法
も
蛍
初
は
商
業

・
商
品
操
作
的
な
設
想
と
企
査
で
も
っ
て
出
愛
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し
、
中
途
か
ら
別
の
も
の
に
縛
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
均
輸
は
、

卒
準
と
は
異
っ
て
、
元
封
元
年
以
前
の
前
史
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
元
鼎

二
年
の
段
階
で
、
記
録
的
な
根
援
は
な
い
が
、
一
つ
の
仮
定
と
し
て
そ
の
よ

う
な
想
定
を
試
み
る
こ
と
は
可
能
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
た
と
え
そ
の
よ
う

に
俵
定
し
て
も
、
賀
行
に
移
さ
れ
た
時
熱
か
ら
計
査
と
激
想
は
裏
切
ら
れ
、

全
く
無
理
な
企
萱
で
あ
る
こ
と
が
、
少
く
も
現
質
感
売
に
富
ん
だ
俊
敏
な
官

僚
で
あ
る
桑
弘
羊
に
は
明
ら
か
な
こ
と
と
な
り
、
元
封
元
年
の
全
面
的
責
施

と
認
め
ら
れ
る
段
階
で
は
、
そ
の
よ
う
な
商
業
的
要
素
は
も
た
な
い
計
蓋
と

し
て
出
渡
し
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
そ
れ
が
均
輪

法
を
、
専
頁
制
と
共
に
、
一
定
の
成
功
に
導
い
た
理
由
で
あ
り
、
桑
弘
羊
の

指
摘
骨
的
地
位
を
高
め
か
っ
安
定
さ
せ
た
要
因
で
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
う

で
な
い
な
ら
ば
均
輪
法
は
、
卒
準
法
と
は
異
っ
て
、
全
図
的
な
財
貨
の
操
作

で
あ
る
が
放
に
、
惨
め
な
混
飢
を
伴
う
計
査
の
挫
折
に
終
り
、
指
導
的
責
任

者
桑
弘
羊
の
地
位
を
危
く
し
、
そ
の
後
の
彼
の
経
歴
を
あ
り
得
な
い
も
の
に

し
た
で
あ
ろ
う
。
均
稔
に
つ
い
て
は
は
じ
め
か
ら
激
見
を
も
っ
て
こ
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
本
文
で
も
綱
れ
た
が
、
筆
者
は
「
均
輸
を
以

っ
て
貨
物
を
通
ず
」
、
「
均
帥
酬
を
以
っ
て
盤
鍛
を
調
す
」
と
あ
る
卒
準
警
の
記

録
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
商
業
を
媒
介
と
し
た
措
置
と
す
る
解
緯
か
ら
、
長
い

関
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
閲
の
遅
々
と
し
て
考
察
の
準
ま

な
い
摸
索
の
記
録
が
筆
者
の
過
去
の
拙
な
い
仕
事
に
残
さ
れ
て
い
る
。
小
論

は
観
貼
と
設
想
を
多
少
轄
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
さ
さ
や
か
な
試

論
酬
に
す
ぎ
な
い
。
少
し
で
も
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
批
剣
を
寄
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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AN INTRODUCTORY STUDY OF SANG HONG-YANG'S

　　　　　

桑弘羊PROGRAM OF“EQUALIZATION

　　　　　　　

THROUGH TRANSPORTATION ”

　　　　　　　　　　　

Kageyama Tsuyoshi

　　

“Equalization through transportation ” can be conceived as the govern-

ment's commerce.　It is commonly ｅχplained as the system by which the

government, instead of collecting general tａχes,collected an excise tａχ

levied on local produce that it would transport and sell for its own profit

in other places. There are problems however in this traditional explanation

that result from confusing “ equalization through transportation ” with the

“balanced standard.”

　　

First, conclusion reached through an investigation of the records of the

“Salt and Iron Debates,”and the tｅχtof the “ balanced standard ”in the

Ｓｈぷ史記, makes the following point. With the administration of“ equali-

zation through transportation,”large quantities of silk were accumulated in

the central government. This happened once the government regulated its

holdings of tributary goods and sought for payment in useful goods essential

to

　

its economic administration from each locale of the country. This

h0■ｗｅveris only part of the outcome of the administration of "equalization

through transportation.”

　　

From comprehensive investigation of the advocations　of Sang Hong-

yang in the “ Salt and Iron Debates,”as well as the mathematical problems

concerning “ equalization through transportation ” in the Ｊｉ皿ＪｉａｎｇＳｕａｎ-

ｓｈｕ九章算術, it is clear that the most important principle of “ equalization

through transportation ”was the following point. In the transportation to

the capital and to the local bases of campaigns of grains and other goods

deemed essential by the government, marked inequalities occurred between

the places whose responsibility it was to transport the goods because the

distances to and from each locale ｄｉ丘ered.“Equalization through trans-

portation”was an attempt to adjust fairly the responsibilities held by each

locale by proportioning the amount of tａχablegrain each owed to the govern-

ment｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－



　　　

The measure became essentialduring Wudi's 武帝time because great

campaigns and water control projects were undertaken and the necessity

for transporting great amounts of grain to the capital and to local places

arose.

　

This became ｄｉ伍cultfor the ｅχistentsystem of transportation to

support.

　

Transportation had become ａ factor in the crisisof the system of

public finance.

CONCERNING THE DEVELOPMENT OF COASTAL

　　　　　　

LAND DURING THE SONG 宋

　　　　　　　

AND YUAN 元PERIODS

　　　　　　　　　　　

Honda Osamu

　　

During the Song and Yuan periods, the drainage and reclamation of

wet, low-lying coastal lands were widely undertaken in seaboard regions

extending from Hangzhou 杭州Bay to Guangzhou 廣州. These new coastal

fields,named variously in different places either: hlはti皿海塗田，haitｉａｎ

海田, or ch。tian潮田, all similarly possessed dikes, ditches equipped with

sluices, and water ｐｏｏＩＳ｡

　　

In general, the provisions for irrigation of these new coastal fields,

limited to rainfall and the water remaining in the old fields, were un-

satisfactory. The situation was particularly bad at the start of their deve-

lopment. In such regions, however, where every kind of improvement in

irrigational construction had been put into effect in newly developed lands

since early times, as the irrigation system improved in the highland fields,

it also improved in the coastal fields. At the same time, new developments

continued at the frontier of those coastal fields｡

　　

In the　new　coastal fields, where irrigational conditions　were thus

inferior, Zhancheng占城varieties of rice were more often cultivated than

nonglutinous･ late-ripening rice.　The Zhancheng varieties have the advan･

tages of being able to tolerate drought and alkaline conditions, as well as

being early-ripening.　Moreover, in regions south of Fuzhou 禰州at that

time･ in addition to cultivation of double-crop, wet rice, planters also used

both early- and late-ripening Zhancheng varieties of rice. Frequently,

these varieties were used in the new coastal fields. Double-crop cultivation
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